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11月27日に実施した総合防災訓練で
ロープワークを学ぶ（関連記事24ページ）
11月27日に実施した総合防災訓練で

高めよう防災意識
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　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
初
春
の
ご
祝
詞

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様

の
ご
健
勝
と
限
り
な
い
ご
清
福
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
11
月
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
市

長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆

様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
西
条
市
政
の
舵
取
り
役
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
就
任
以
降
、
そ
の
責
任

の
重
さ
を
あ
ら
た
め
て
肌
で
感
じ
、

「
全
て
は
市
民
の
た
め
」
を
さ
ら
に

肝
に
銘
じ
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　さ
て
、
年
頭
に
あ
た
り
、
昨
今
の

本
市
を
取
り
巻
く
状
況
に
目
を
向
け

ま
す
と
、
地
方
に
お
い
て
は
「
地
方

創
生
」
の
名
の
も
と
、
自
ら
の
未
来

を
自
ら
の
創
意
工
夫
で
切
り
拓
く
戦

略
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　本
市
に
お
い
て
は
「
う
ち
ぬ
き
」

に
代
表
さ
れ
る
瀬
戸
内
か
ら
石
鎚
に

至
る
豊
か
な
自
然
や
、
絶
え
る
こ
と

な
く
長
年
継
承
さ
れ
て
き
た
も
の
づ

く
り
の
技
術
な
ど
、
世
界
に
誇
れ
る

魅
力
と
可
能
性
を
多
数
備
え
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
ら
多
く
の
可
能
性
に
息

吹
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
地

域
間
競
争
の
時
代
に
も
遅
れ
を
と
る

こ
と
な
く
、「
元
気
あ
ふ
れ
る
新
し

い
西
条
」
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
と
確
信
致
し
て
お
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
「
市
民
主

役
の
西
条
」
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
旧
行
政
区
に

と
ら
わ
れ
な
い
「
市
民
の
融
和
」
も

図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民

の
皆
様
の
代
表
で
あ
り
ま
す
市
議
会

と
し
っ
か
り
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
み
、

互
い
に
議
論
を
重
ね
、
本
市
発
展
の

礎
を
築
い
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、
地
域
住
民
が
自
主
的
に

課
題
解
決
に
取
り
組
む
自
治
組
織
の

仕
組
み
づ
く
り
や
、
子
ど
も
を
産
み

育
て
や
す
い
環
境
の
整
備
、
健
康
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地

域
社
会
の
実
現
に
努
め
、誰
も
が「
ず

っ
と
住
み
続
け
た
い
」と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
や
若
者
は
、
本
市
の
宝
で
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
希
望
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
、
全
て
の
若
者
が
、
互
い
に

夢
を
語
り
あ
え
る
社
会
を
創
る
の
は
、

大
人
の
責
務
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
新
産
業
創
造
に
よ
る
地
域
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　そ
し
て
、「
つ
な
が
り
広
が
る
西

条
」
の
実
現
に
向
け
て
は
、
市
民
の

皆
様
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
り
、

そ
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
で
き
る

よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
必

要
で
す
。
私
自
身
、
本
市
が
持
つ
魅

力
発
信
の
先
頭
に
立
ち
、
大
都
市
圏

を
は
じ
め
、
国
内
外
へ
攻
め
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
ま
い
る
覚
悟

で
あ
り
ま
す
。

　こ
こ
に
西
条
市
の
総
合
力
を
集
結

さ
せ
、
皆
様
と
と
も
に
「
ワ
ク
ワ
ク

度
日
本
一
」
の
西
条
を
実
現
さ
せ
て

ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
、
市
民
の
皆
様
方
の
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　平
成
二
十
九
年
元
旦

西条市長

玉井敏久

謹 賀 新 年

※写真：朝日に染まる石鎚山系
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　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
成
29
年
の
初
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
市
議

会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
皆
様
方

の
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
現
在
の
社
会
経
済
情
勢
は
、

緩
や
か
な
景
気
の
持
ち
直
し
が
続
く

中
、
雇
用
情
勢
の
改
善
は
み
ら
れ
る

も
の
の
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

と
い
う
構
造
変
化
に
加
え
、
国
際
化

の
進
展
に
伴
い
海
外
の
政
治
経
済
に

左
右
さ
れ
る
な
ど
、
先
行
き
に
は
不

透
明
感
が
増
し
て
お
り
ま
す
。
特
に

地
方
に
お
い
て
は
、
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
が
地
域
の
生
産
力
、
供
給
力

の
低
下
を
招
き
、
克
服
す
べ
き
多
く

の
課
題
を
抱
え
る
中
、
地
方
自
治
体

に
は
、
地
域
が
持
つ
「
知
恵
」、「
人

材
」、「
資
源
」
を
最
大
限
に
生
か
し

た
独
自
の
政
策
を
展
開
し
、
活
力
あ

る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　市
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
民

を
代
表
す
る
意
思
決
定
機
関
と
し
て
、

市
長
等
執
行
機
関
と
緊
張
関
係
を
保

持
し
な
が
ら
、
行
政
監
視
は
も
と
よ

り
政
策
立
案
機
能
を
強
化
し
、
市
が

取
り
組
む
べ
き
課
題
や
そ
の
解
決
に

向
け
た
政
策
を
積
極
的
に
提
言
す
る

な
ど
、
市
民
の
信
頼
に
応
え
る
責
任

あ
る
活
動
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　そ
う
し
た
中
、
市
議
会
で
は
昨
年
、

議
会
お
よ
び
議
員
活
動
の
基
本
と
な

る
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
市
民

福
祉
の
向
上
お
よ
び
市
政
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
議
会

基
本
条
例
を
制
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
よ
り
一
層

の
議
会
改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

よ
り
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
運
営
に

努
め
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
議
員
一
丸
と
な
り
職

務
に
全
力
を
傾
注
す
る
決
意
で
あ
り

ま
す
。

　さ
ら
に
、
市
の
将
来
都
市
像
で
あ

る
「
人
が
つ
ど
い
、
ま
ち
が
輝
く
、

快
適
環
境
実
感
都
市
」
の
実
現
に
向

け
、
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
機

関
と
と
も
に
さ
ら
な
る
市
民
の
融
和

と
一
体
感
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
最

大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　ど
う
か
本
年
も
市
議
会
に
対
し
ま

し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
ご
健
勝
で
幸
多
き
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

平
成
二
十
九
年
元
旦

西
条
市
議
会
議
員
一
同

西条市議会議長

堀江幸二

謹 賀 新 年



１月

２月

３月

４月

５月

６月

西条市の主な出来事西条市の主な出来事

▲学校教育への先進的なＩＣＴ活用を進める中、合同学習会のお披露

　目会では田滝小と徳田小の教室を結んで授業を実施。（１月13日）

▲産学官連携や人材育成の拠点として地域創生センターが４月にオー

　プン。７月には、施設内に愛媛大学地域協働センター西条も開設。

▲「千の風になったあなたへ贈る手紙」募集をＰＲするイベントを開

　催。最終的に国内外から1,445通もの手紙が集まる。（５月27日）

▲愛顔（えがお）つなぐえひめ国体に向け、運営能力向上や機運醸成

　のため市内各施設で競技別リハーサル大会を開催。（６月～10月）

国内外から届いた手紙国内外から届いた手紙

13日　教育へのＩＣＴ活用の一環でテレビ会議を使

　　った合同学習会がスタート

17日　西条市市民活動支援センターが開所

24日　石鎚黒茶と四国の発酵茶フォーラム

15日　西条市使用料等審議会が下水道使用料の改定

　　を答申

19日　志河川ダム水力発電所が開所

７日　警察と消防が連携した高齢者の見守り活動が

　　スタート

９日　青年農業者連絡協議会・果樹実践班が全国会

　　議で農林水産省経営局長賞を受賞

19日　永納山城跡で発掘調査の現地説明会

24日　西条市連合自治会・西条宅建協会・周桑宅建

　　協会と自治会加入促進に関する協定を締結

24日　西条宅建協会・周桑宅建協会と空き家バンク

　　事業の媒介に関する協定を締結

27日　大谷池築造100周年並びに森田恭平翁顕彰碑

　　記念式典

29日　内科救急医療の充実にむけて愛媛大学と寄付

　　講座設置に関する協定を締結

30日　坊っちゃん劇場と文化芸術振興のための連携

　　協力に関する協定を締結

１日　西条市地域創生センターが開所

１日　デジタル防災行政無線の運用開始

14～20日　前年までの「山菜まつり」を「ふれあい

　　山菜ウィーク」としてリニューアル

22日　「竹林をよくする会」が緑化推進運動功労者

　　内閣総理大臣表彰を受賞

１日　新居浜・西条就活地方祭を松山市内で初開催

16日　東予港港湾整備促進期成同盟会の総会

23日　愛顔（えがお）つなぐえひめ国体・えひめ大

　　会西条市実行委員会第４回総会

27日　「千の風物語」第３章キックオフ・ミーティ

　　ング

30日　濱名自販と災害時応援協定を締結

16日　ＮＨＫ新・ＢＳ日本のうた公開収録

17～20日　えひめ国体ソフトボール競技リハーサル

　　大会

20日　新ブランド「みやび瀬のハモ」が京都市中央

　　卸売市場に初出荷

29日　一般社団法人西条市観光物産協会の設立総会

30日　新居浜・西条「ものづくり技術シーズ展示会」

　　がスタート

ソフトボールソフトボール

ハンドボールハンドボール

軟式野球軟式野球

サッカーサッカー

（７月７日）（７月７日）

（４月１日）（４月１日）
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平成28(2016)年を振り返って平成28(2016)年を振り返って７月

８月

９月

10月

11月

12月

平成28(2016)年を振り返って平成28(2016)年を振り返って

▲新しい祝日「山の日」に合わせ、登山ガイドの案内で石鎚縦走体験

　ツアーを実施。当日は石鎚山山頂郵便局も限定開設。（８月11日）

▲第６回古代山城サミット西条大会に関係自治体が集まり、永納山城

　跡の現地見学やシンポジウムなどを実施。（９月30日・10月１日）

▲第60番札所・横峰寺に至る約1.７キロメートルの区間が、伊予遍路

　道「横峰寺道」として市内３件目の国史跡に指定。（10月３日）

▲玉井敏久市長が初登庁し、公務をスタート。就任式では、市政に対

　する思いや職員の意識改革などについて訓示。（11月28日）

在りし日の伊藤宏太郎氏在りし日の伊藤宏太郎氏

１日　「いきいきバス」の対象路線を拡大した新制

　　度がスタート

１～３日　台湾で開催の愛媛県フェアで西条産品を

　　ＰＲ販売

６日　西条校区連合自治会と㈱クラレ西条事業所が

　　地域防災協定を締結

７日　愛媛大学地域協働センター西条が地域創生セ

　　ンター内に開設

20日　復活10周年記念おかげん祭市民花火大会

24日　北海道七飯町・新潟市と「千の風になって」

　　交流・協力に関する協定を締結

31日　新津鉄道資料館学芸員による姉妹館出張講座

１日　交通死亡事故ゼロ連続200日達成

６～８日　えひめ国体ハンドボール競技リハーサル

　　大会

７日　全国初の原木からＣＬＴまでの一貫製造工場

　　が起工

11日　新祝日「山の日」に石鎚山縦走体験ツアー

10・11日　えひめ国体軟式野球競技リハーサル大会

19日　全国から大・大集合・ミニＳＬ乗車会

24日　永納山城跡ウォーキング大会

30日・10月１日　第６回古代山城サミット西条大会

１日　えひめ国体・えひめ大会開催１年前イベント

１日　10月診療分から小中学生の医療費助成を拡充

３日　伊予遍路道「横峰寺道」が国史跡に指定

３日　農政局道前平野農地整備事業所が開所

６～８日　メタレックス・ベトナムに西条市初出展

24～26日　えひめ国体サッカー競技リハーサル大会

30日　「えひめ教育の日」推進大会・推進フェステ

　　ィバル

30日　第69回全日本合唱コンクール全国大会の中学

　　校部門混声合唱の部で西条北中学校が金賞受賞

５日　西条市暴力追放コミュニティ協議会が発足

12日　近藤篤山生誕250年記念イベント

19日　ロンドン大学バークベック校主催のエネルギ

　　ーフォーラム

26・27日　いよ西条鉄道フェスタ2016

28日　玉井敏久市長初登庁・就任式

８日　放課後子ども教室「たちばな愛ちゃん教室」

　　が文部科学大臣表彰

11日　壬生川小型船だまり製氷・冷凍施設が落成

17日　本谷温泉館リニューアルオープン

18日　西条西警察署が東予総合支所隣に移転
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栄
典
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
こ
の
た
び
、
次
の
方
々
が
叙
勲
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

叙勲

叙勲

叙勲

旭日小綬章
社会福祉功労

越智義則氏
（神拝甲）

瑞宝双光章
文部行政事務功労

奥村　武氏
（神拝乙）

瑞宝双光章
警察功労

前谷啓一氏
（丹原町願連寺）

叙勲

瑞宝単光章
警察功労

日野由一氏
（喜多台）

　平成13年から８年間、県身体障

害者団体連合会の会長を務め、自

ら先頭にたってスポーツを通して

障がい者の社会参加などに尽力さ

れるなど、障がい者福祉の向上に

多大な貢献をされました。

　長年にわたり青少年教育に携わ

り、この間、国立若狭湾青少年自

然の家の所長等の要職を歴任さ

れ、自然体験活動の指導や指導者

の育成に尽力されるなど文部行政

に多大な貢献をされました。

叙勲

瑞宝双光章
教育功労

眞田政之助氏
（吉田）

叙勲

瑞宝単光章
消防功労

戸田茂樹氏
（小松町新屋敷）

　昭和47年から43年の長きにわた

り消防団業務に精励され、この

間、西条市消防団小松分団長等の

要職を歴任され、その優れた消防

精神をもって、住民の安全確保に

多大な貢献をされました。

　昭和39年から40年の長きにわた

り警察業務に携わり、各種犯罪の

予防と検挙に尽力されるなど、住

民の安全と治安維持に多大な貢献

をされました。

　昭和42年から38年の長きにわた

り警察業務に携わり、各種犯罪の

予防と検挙に尽力されるなど、住

民の安全と治安維持に多大な貢献

をされました。

叙勲

叙勲

叙勲

瑞宝小綬章
防衛功労

高橋俊彦氏
（旦之上）

瑞宝双光章
更正保護功労

佐々木　毅氏
（古川甲）

瑞宝単光章
警察功労

赤坂清二郎氏
（丹原町願連寺）

叙勲

瑞宝単光章
警察功労

山本八森氏
（丹原町高松）

　昭和40年から35年の長きにわた

り海上自衛隊に勤務し、この間、

海上自衛隊航空補給処長等を歴任

され、海上自衛隊航空部隊の充実

発展に寄与し、国の防衛に貢献さ

れました。

　昭和63年から保護司として職務

に精励され、更生保護活動の伸展

および地区保護司会の発展に多大

な貢献をされました。

　昭和42年から38年の長きにわた

り警察業務に携わり、各種犯罪の

予防と検挙に尽力されるなど、住

民の安全と治安維持に多大な貢献

をされました。

　昭和38年から41年の長きにわた

り警察業務に携わり、各種犯罪の

予防と検挙に尽力されるなど、住

民の安全と治安維持に多大な貢献

をされました。

　昭和24年から39年の長きにわた

り学校教育に携わり、この間、東

予市立壬生川小学校長等の要職を

歴任されるなど、義務教育の伸展

に多大な貢献をされました。
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西条市小松地区

民生児童委員協議会

民生委員優良活動団体

　長年にわたり、民生委員優良団体

として真摯に活動され、社会福祉の

向上に尽力されています。

総務大臣表彰

上野清七氏
（荒川）

自治会等地縁

による団体功

労者

　西条市連合自治会理事、加茂地区

連合自治会長等を務め、長年にわた

り自治会活動を通じて良好な地域社

会の形成に多大な貢献をされていま

す。

厚生労働大臣表彰

ボランティア

功労者

伊藤ユキ子氏
（大町）

　長年にわたり精神保健福祉の分野

でボランティア活動を精力的に行

い、その活動をとおして地域福祉の

向上に尽力されています。

共同募金運動

奉仕者

織田敦子氏
（小松町妙口）

　長年にわたり、共同募金運動の推

進に精励され、募金運動を通して地

域福祉の向上に尽力されています。

　障害者週間（12月３日～９日）にちなんで、障がい者福祉やボラ

ンティア活動をテーマにした標語を市内の小学５・６年生から募集

したところ、1,831点の応募がありました。審査の結果、次の方々

が受賞されました。（敬称略）

■最優秀賞

○矢葺陽翔（吉岡小６年）

　星の数ほどある個性　同じ空で　輝いてるよ

■優秀賞

○鎌倉なつみ（西条小６年）

　優しさと　勇気があれば　君の手も困っている人の役に立つ

○栗田千菜（氷見小５年）

　考えよう　自分になにかできること

○十亀利緒（丹原小６年）

　みんなとつなごう　手のぬくもりと　心のぬくもり

■入選

　羽倉幸美（西条小５年）　　　奥平絢女（大町小５年）

　伊藤夢歩（楠河小６年）　　　渡部百合愛（徳田小６年）

■特別賞

　金本亮斗（玉津小６年）　　　岡本　凛（飯岡小６年）

　宇野　竣（神拝小６年）　　　榎本　翼（禎瑞小５年）

　平塚郁哉（周布小６年）　　　瀧川深優（壬生川小６年）

　豊田幸太郎（田野小５年）　　渡部妃奈（石根小６年）

「障害者週間」記念標語
優秀作品発表

たちばな愛ちゃん教室が
文部科学大臣表彰

　放課後子ども教室「たちばな愛ちゃん教室」が、平成28年度「地

域学校協働活動」推進に係る文部科学大臣表彰を受けました。

　この教室は、地域と学校との連携を図り、地域の子どもは地域で

見守り育てるという理念のもと平成19年に発足。「公民館で遊ぼ

う」や「詩吟教室」の

活動を通し、規律、協

調性、思いやる心を育

み、詩吟は全国レベル

の実力にまで成長。地

域力で子どもが育って

います。
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西
条
秋
ま
つ
り

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品

　

市
内
外
か
ら
２
４
６
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

入
賞
作
品
は
、
１
月
27
日
㈮
ま
で
西
条
図
書
館
の

２
階
ラ
ウ
ン
ジ
で
展
示
し
ま
す
。

▲準特選
 「共演」稲荷直人（樋之口）

▲準特選
 「灯りをまとって」中村慎吾（周布）

▲準特選
 「御殿前だんじり整列！」田坂光司（福武）

▲
特
選　

西
条
市
観
光
物
産
協
会
長
賞

 

「
獅
子
が
舞
う
」
雪
本
信
彰
（
高
知
県
）

▲

特
選　

西
条
祭
振
興
会
長
賞

 

「
神
輿
入
場
」
安
藤
頼
光
（
禎
瑞
）

▲推薦　西条市長賞
 　「競演」藤田　晃（天神）

◇◆◇　入　選　◇◆◇
○
山
田
富
雄
（
古
川
）

○
笹
田
雅
代
（
大
洲
市
）

○
笹
田　

温
（
大
洲
市
）

○
前
川
卓
也
（
２
点
）（
高
知
県
）

○
曽
我　

昇
（
大
町
）

〇
大
石
敏
朗
（
新
居
浜
市
）

○
福
山
美
博
（
２
点
）（
下
島
山
）

○
村
上　

巍
（
小
松
町
南
川
）

○
高
橋
敬
二
（
大
町
）

○
田
中　

繁
（
２
点
）（
飯
岡
）

○
日
野　

清
（
２
点
）（
新
居
浜
市
）

○
中
村
慎
吾
（
周
布
）

○
雪
本
信
彰
（
高
知
県
）

○
上
野
登
志
（
松
山
市
）

○
十
亀
貞
子
（
飯
岡
）

○
田
坂
光
司
（
福
武
）

○
神
野
英
運
（
北
条
）

○
石
川
美
苗
子
（
新
居
浜
市
）

8広報さいじょう　2017　１月号



ようこそ市長室・移動市長室へ
　市長が、市民の皆さんの声を直接お聞きします。皆さんのご参加をお待ちしています。

■対象　市内各地域で活動する自治会などのグループや団体

　　　　（１グループ当たり30分から１時間程度）

■日時・場所

　○１月24日㈫　９時～　　　本庁
　○１月24日㈫　13時30分～　小松総合支所
　○１月25日㈬　９時～　　　丹原総合支所
　○１月25日㈬　13時30分～　東予総合支所
■参加方法　１月16日㈪までに、本庁広報広聴課、または参加を希望さ
　　　　　　れる各総合支所総務課へ申し込みが必要です。各場所３団

　　　　　　体程度を予定。申し込み多数の場合は先着順。

■問合せ

○市庁舎新館１階

　広報広聴課

　TEL0897－52－1243

○各総合支所　総務課

※電話番号は13ページ上段

「千の風になったあなたへ贈る手紙」
表彰作品が決定しました！
「千の風になったあなたへ贈る手紙」
表彰作品が決定しました！

※このほか、奨励賞として10作品が選ばれました。

○大賞

　「天国の父へ」

　福田好子（群馬県館林市・49歳）

○優秀賞

　「昭和も遠くなったね、母ちゃん」

　阿部松夫（新潟県柏崎市・78歳）

○七飯町賞

　「バイバイキーン」と書き遺した娘へ

　伊藤富貴子（宮城県仙台市・76歳）

○新潟市賞

　「惑星」

　吉川和代（北海道札幌市・53歳）

○西条市賞

　「娘へ、二つのありがとう」

　名雪徳助（茨城県つくば市・76歳）

第３回

▼ 主な受賞作品（敬称略）▼

問合せ　市庁舎本館３階

　　　　総合政策課　TEL0897－52－1460

表彰・作品紹介イベントを
３月に開催予定！

　昨年３月から６月にかけて募集

した第３回「千の風になったあな

たへ贈る手紙」には、全国47都道

府県と海外から計1,445通の応募

がありました。

　この中から、市民など100人以

上の選考委員が、１次・２次選考

で44作品を選びました。その後、

10月31日に最終選考会を東京で開

催し、「千の風になって」の訳

詞・作曲者の新井満さんを委員長とした７人の最終選

考委員により、大賞・優秀賞など計15作品を決定しま

した。

　今後、これらの手紙に込められた大切な思いを全国

に紹介し、多くの人々に生きる勇気や希望、命の尊さ

や愛の素晴らしさを伝えるとともに、「千の風になっ

て　手紙のふるさと西条市」をより広く発信していき

たいと考えています。

　３月には、受賞者への表

彰と作品紹介を兼ねたイベ

ントを行います。また、今

回いただいた手紙の中から

約150通を収録した書籍の

発刊も予定していますの

で、ご期待ください。

▲白い羽のポスト

※詳細は広報紙２月号でお知らせします。

▲最終選考会の様子 ▲

12月６日に表彰
　作品決定の記者
　発表を実施

※住所・年齢は応募時点のもの
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公的年金等の申告相談会

▼申告相談会の日時・場所

問合せ

　伊予西条税務署個人課税部門　TEL0897－56―3290

受付時間開催日 場所

２月７日㈫
～９日㈭

９時～11時、

13時～15時30分

東予総合支所

３階

　公的年金受給者を対象に、確定申告書の作成方法な

どをアドバイスします。

※この期間で都合が悪い方は、２月16日㈭以降に各地
　区公民館などで市が行う「市県民税・国民健康保険

　税申告相談会」にお越しください。

※当日はかなりの混雑が予想されます。医療費控除の

　明細書などは事前に作成してきてください。

※当日は公的年金を受給されている方の申告相談を予

　定しています。平成28年中に土地や株の譲渡があっ

　た方などの申告相談は、ご遠慮ください。

▼必要な書類など

○申告される方のマイナンバーカード、またはマイナ

　ンバー通知カードと運転免許証などの身元確認書類

※申告書には控除対象配偶者や控除対象扶養親族など

　のマイナンバー（個人番号）も必要です。

○税務署から送付のあった「お知らせはがき」（ある

　方のみ）と、前年分の確定申告書の控え（ある方の

　み）

○確定申告書（ない場合は会場でお渡しします）

○平成28年分の公的年金・給与所得などの源泉徴収票

※公的年金以外に収入のある方は、その所得の計算に

　必要な書類

○国民年金保険料などの支払いを証明する書類

○健康保険料（国民健康保険税など）の支払金額が分

　かる書類

○生命保険料や地震保険料などの控除証明書

○医療費の領収書など、所得控除に必要な書類

○還付金を受け取る場合は、預貯金口座番号（本人名

　義）の分かるもの

○印章、筆記用具

公的年金等を受給されている方へ

○公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下

　で、かつ、その公的年金等の全部が源泉徴収の

　対象となる場合において、公的年金等に係る雑

　所得以外の所得金額が20万円以下の場合には、

　所得税・復興特別所得税の確定申告は必要あり

　ません。この場合でも、還付を受けるためには

　確定申告書を提出する必要があります。

○所得税・復興特別所得税の確定申告の必要がな

　い場合でも、市への市県民税申告は必要です。

　ご注意ください。

確
定
申
告
書
に
は

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」と

「
本
人
確
認
書
類
」が

必
要
で
す

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
12
桁
）
の
記
載

　

申
告
書
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
欄
に
、
申
告
者
本
人
、

控
除
対
象
配
偶
者
、
扶
養
親
族
、
事
業
専
従
者
な
ど
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
申
告
書
を
提
出
す
る
際
に

は
、
申
告
者
本
人
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し

の
添
付
が
必
要
で
す
。

○
例
１　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

○
例
２　

通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
な
ど

※
控
除
対
象
配
偶
者
、
扶
養
親
族
、
事
業
専
従
者
な
ど
の

　

本
人
確
認
書
類
は
不
要
で
す
。

確
定
申
告
会
場
の
開
設
期
間

　

２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈬

※
期
間
前
は
限
ら
れ
た
職
員
で
対
応
し
て
い
る
た
め
、
確

　

定
申
告
書
の
作
成
で
来
ら
れ
た
際
に
、
長
時
間
お
待
ち

　

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　

伊
予
西
条
税
務
署　

個
人
課
税
部
門

　

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

３
２
９
０

申告書作成は国税庁ホームページの
「確定申告書等作成コーナー」で！
　画面の案内に従って金額などを入力すれば、税額な

どが自動計算され、申告書などを作成できます。

作成した申告書などは

または
イータックスで
データ送信

書面提出

国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp
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Ｐ

今
治
小
松
自
動
車
道

今
治
小
松
自
動
車
道

中山川
取水堰
中山川
取水堰

志河川ダム志河川ダム

中山川中山川

国道
11号

国道
11号

ＪＲ予讃線ＪＲ予讃線

松山
自動
車道

松山
自動
車道

安用団地安用団地

宮之内団地宮之内団地

安用出作団地安用出作団地

田野上方東団地田野上方東団地

田野上方西団地田野上方西団地

高田下団地高田下団地

北条新田団地北条新田団地

北条団地北条団地

明理川団地明理川団地

徳能出作団地徳能出作団地
高知団地高知団地

古田団地古田団地

久妙寺団地久妙寺団地

周布団地周布団地

北田野
団地
北田野
団地

長野東団地長野東団地

来見団地来見団地

志川団地志川団地

高松団地高松団地

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業

「
道
前
平
野
地
区
」
に
着
手

　

本
年
度
、
新
規
事
業
採
択
さ
れ
た
国

営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
「
道
前
平

野
地
区
」
は
、
昨
年
11
月
11
日
に
土
地

改
良
法
手
続
き
が
完
了
し
、
事
業
に
着

手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
市
で
は
、
四
国
を
け
ん
引
す
る
総

合
６
次
産
業
都
市
の
実
現
を
目
指
し
、

農
業
経
営
の
効
率
化
を
加
速
さ
せ
る
た

め
、
道
前
平
野
地
区
に
お
い
て
区
画
整

理
と
広
域
的
な
排
水
対
策
を
実
施
し
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
、
排
水
改
良
に
よ

る
湛
水
被
害
の
防
止
、
水
田
の
汎
用
化

な
ど
地
域
農
業
の
振
興
を
基
幹
と
し
た

総
合
的
な
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

総
事
業
費　

約
２
６
０
億
円

　
（
区
画
整
理
約
１
９
０
億
円
、
農
業

　

用
用
排
水
施
設
約
70
億
円
）

予
定
工
期

　

平
成
28
年
度
〜
平
成
41
年
度

主
要
工
事

○
区
画
整
理　
　

約
６
５
０
ha

○
幹
線
排
水
路　

約
７
・
８
㎞

○
排
水
機
場　
　

１
箇
所

問
合
せ　

東
予
総
合
支
所

　
　
　
　

農
林
土
木
課
西
部
分
室

　
　

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

２
７
０
０

国営緊急農地再編整備事業「道前平野地区」概要図

凡例

受益（区画整理）

受益（農業用用排水）

排水機場、幹線排水路

受益面積

約６５０ha

約３２０ha
（うち農業用用排水施設
　単独受益：約２７ha）

約６７７ha計

農業用用排水

区画整理

Ｐ

Ｎ
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久妙寺団地から古田団地を望む久妙寺団地から古田団地を望む



〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　℻0898ー65ー4363東予総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　℻0898ー72ー4048小松総合支所

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　℻0898ー68ー4769丹原総合支所

支所だより 各総合支所管内での身近な出来事や話題などを紹介します

　日本を代表する演劇集団「劇団四季」で活躍してい

る一色龍次郎さんをご存じですか。

　一色さんは東予地区出身で、中学生のときにクラシ

ックバレエを学び始め、踊りの基礎的な技術を高めて

いく中で、舞台での豊かな表現力を身に付けてきまし

た。そして、高校卒業時にプロの舞台俳優になると決

め、俳優養成スクールで学んだ後、平成23年に劇団四

季へ入団しました。

　初舞台となった『ジーザス・クライスト＝スーパー

スター』では、カーテンコールの後、観客から割れん

ばかりの拍手を浴びながら、俳優の道を選んで本当に

良かったと思われたそうです。その後、『美女と野

獣』や『夢から醒めた夢』などへの出演後、昨年７月

からは『キャッツ』大阪公演で主要な役の一つである

ミストフェリーズを演じています。

　今後は俳優としてさらに成長し、人生で巡り合った

全ての人たちに舞台を通して恩返しをしていくととも

に、いつか西条市で劇団四季

の公演が実現したときは、舞

台の素晴らしさや楽しさを故

郷の皆さんにお伝えしたいと

のことでした。

　『キャッツ』大阪公演は現

在、８月31日までの上演が決

定しています。皆さんの応援

をお願いします。

　紅葉の名所として知られる丹原町古田の西山興隆寺

は、10月30日から11月６日までの８日間にわたって、

本尊の千手千眼観世音菩薩（せんじゅせんげんかんぜ

おんぼさつ）を55年ぶりに開帳しました。北は茨城県

から南は沖縄県まで、約3,000人の参拝客が訪れ、慈

愛に満ちた姿を目に焼き付けながら静かに手を合わせ

ていました。

　この開帳は、平成25年から１年余りかけて修復され

た本尊を信徒らに披露しようと企画されたものです。

次の開帳は、33年後に予定されています。

　お寺によると、本尊は高さ約２メートルの寄せ木造

りの立像で、平安期の作。国重要文化財の厨子に納め

られており、その左右には二十八部衆と呼ばれる眷属

（けんぞく）の像28体が並んでいます。本尊のある本

堂は、単層四柱造銅板葺

和様唐様折衷式の建物で
文中４（1375）年に再建

され、明治40年に国指定

重要文化財となりました。

　これらの他にも数十点

に及ぶ国指定・県指定の

貴重な文化財や宝物があ

ります。ぜひ静かな山間

の名勝・西山興隆寺にお

いでください。

本尊の千手千眼観世音菩薩
　　　　　　　　　55年ぶりに開帳

夢の舞台から感動を伝えたい

　

　10月30日、周桑商工会青年部が中心となり、「クラ

シックCarニバルin小松2016」が石鎚山ハイウェイオ

アシスイベント広場で開催されました。全国各地から

名車・旧車が集まるこのイベントは、平成14年から毎

年開催しており、今年で

15回目を迎えました。

　当日は秋晴れの下、

149台のクラシックカー

が所狭しと展示され、約

6,000人の来場者でにぎ

わいました。どの展示車

も整備が行き届き、オーナーの古き良き車に対するこ

だわりを感じる名車ばかりで、皆さん興味津々の様子

で見入っていました。また、車の展示以外にもバザー

やゲーム大会などが開催され、出展者・来場者ともに

楽しんでいました。

　車の審査では６台の車が表彰されましたが、受賞で

きなかった車も、受賞

車に引けをとらない愛

情たっぷりの車でした。

　地元の若者が企画し

小さな町で始まった

「クラシックCarニバ

ル」。来年はぜひのぞ

いてみてください。

往年の名車ずらり
～クラシックCarニバルin小松2016～

▲一色龍次郎さん

▲名車が一堂に集まる ▲古き良き名車を楽しむ
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40
～
74
歳
の
国
保
被
保
険
者
の
方
へ

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
危
険
性
が
あ
る

方
の
、
生
活
習
慣
の
改
善
支
援
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
が
自

覚
症
状
な
く
進
行
し
、
重
症
化
す

る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も

「
今
の
か
ら
だ
の
状
態
」
を
知
る

こ
と
は
非
常
に
大
切
で
す
。
自
己

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
受
診

が
ま
だ
の
方
は
指
定
医
療
機
関
で

必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

40
～
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
（
年
齢
は
平
成
29
年
３

月
31
日
現
在
）

実
施
期
間　

２
月
28
日
㈫
ま
で

検
査
内
容　

問
診
、
血
圧
測
定
、

身
体
測
定
、
尿
検
査
、
腹
囲
測
定
、

血
液
検
査
、
診
察

受
診
の
際
に
必
要
な
も
の

○�

特
定
健
診
受
診
券
（
対
象
者
に

は
事
前
に
交
付
し
て
い
ま
す
）

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

申
込
方
法　

事
前
に
指
定
医
療
機

関
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

平
成
28
年
度
に
市
が
行
っ
た
総

合
健
診
、
国
保
の
短
期
人
間
ド

ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た

方
は
、
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
１
階
国
保
医
療
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－
１
４
４
７

○
各
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

１
月
の
市
税
ご
よ
み

10�

日
㈫　

市
県
民
税
（
特
別
徴
収

分
）
12
月
分
の
納
期
限

13�

日
㈮　

国
民
健
康
保
険
税
第
６

期
分
、
固
定
資
産
税
第
４
期
分

の
督
促
状
の
発
送

30�

日
㈪　

市
県
民
税
（
特
別
徴
収

分
）
12
月
分
の
督
促
状
の
発
送

31�

日
㈫　

国
民
健
康
保
険
税
第
７

期
分
、
市
県
民
税
（
普
通
徴
収

分
）
第
４
期
分
の
納
期
限

※�

督
促
状
１
通
に
つ
き
100
円
の
督

促
手
数
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

口
座
振
替
利
用
者
は
、
納
期
限

日
の
残
高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

校
区
外
通
学
の
許
可
申
請

　

小
・
中
学
校
の
通
学
区
域
は
、

市
教
育
委
員
会
が
設
定
し
、
児
童

生
徒
の
居
住
地
に
よ
っ
て
通
学
す

る
学
校
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
は
、
保
護
者
か
ら
の
申
請

に
よ
っ
て
校
区
外
通
学
を
許
可
し

て
い
ま
す
。

校
区
外
通
学
の
要
件

○�

身
体
的
事
情
、
家
庭
的
事
情
な

ど
、
市
教
育
委
員
会
が
認
め
る

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

○�

浦
山
小
学
校
ま
た
は
田
滝
小
学

校
へ
通
学
を
希
望
す
る
場
合

問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
４
階
学
校
教
育
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
２

○
東
予
総
合
支
所

　

市
教
育
委
員
会
西
部
分
室

西条市議会議員選挙の

日程が決まりました

　平成29年２月23日に任期が満了

する西条市議会議員の選挙の日程

は次のとおりです。

立候補予定者等説明会

　１月19日㈭　13時30分～
　市庁舎本館５階　大会議室

問合せ

　市庁舎新館４階

　市選挙管理委員会事務局

　TEL0897－52－1263

告示日：２月12日㈰
投票日：２月19日㈰

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
！

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と

き
や
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活

を
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え
る

た
め
に
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

将
来
の
大
き
な
支
え
に

　

日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未

満
の
全
て
の
人
が
加
入
し
、
保
険

料
を
納
め
ま
す
。
年
金
の
給
付
は

生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

病
気
や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ
た

と
き
に
受
け
取
れ
る
障
害
年
金
や
、

家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と

き
に
受
け
取
れ
る
遺
族
年
金
も
あ

り
ま
す
。

※�

加
入
の
届
け
出
忘
れ
や
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
こ
れ

ら
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

加
入
手
続
き
方
法

　

20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
届
く
加
入
手
続
用

紙
に
記
入
し
、
住
民
登
録
を
し
て

い
る
市
区
町
村
の
年
金
担
当
窓
口

か
、
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
中
の
方

は
、
加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
。

保
険
料
（
平
成
28
年
度
）

　

月
額　

１
万
６
２
６
０
円

※�
月
額
４
０
０
円
を
加
え
て
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す

「
付
加
年
金
制
度
」
も
あ
り
ま

す
。

保
険
料
の
割
引
（
前
納
制
度
）

　

保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
す

る
こ
と
で
保
険
料
の
割
引
が
受
け

ら
れ
る
「
前
納
割
引
制
度
」
や

「
早
割
制
度（
口
座
振
替
の
み
）」

が
あ
り
ま
す
。（
詳
し
く
は
広
報

紙
12
月
号
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）

※�

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
で
「
２
年
・
１
年
前
納

割
引
制
度
」
を
利
用
す
る
た
め

の
手
続
き
は
、
２
月
28
日
㈫
ま

で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
が
払
え
な
い
場
合
は
？

　

所
得
が
少
な
く
保
険
料
が
納
め

ら
れ
な
い
場
合
や
、
学
生
の
場
合

は
「
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
」「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

免
除
・
猶
予
期
間
の
う
ち
10
年
以

内
の
も
の
は
古
い
期
間
か
ら
納
付

（
追
納
）
で
き
ま
す
が
、
３
年
度

目
以
降
は
一
定
額
が
加
算
さ
れ
た

保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

℡
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
０
０

○
市
庁
舎
新
館
１
階
市
民
生
活
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課
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接
骨
院
・
整
骨
院
に
か
か
る
方
へ

施
術
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

接
骨
院
や
整
骨
院
で
の
柔
道
整

復
師
に
よ
る
施
術
は
、
保
険
医
療

の
対
象
に
な
る
場
合
と
対
象
外
の

場
合
が
あ
り
ま
す
。
主
に
打
撲
や

捻
挫
、
骨
折
、
脱
臼
な
ど
は
対
象

と
な
り
、
単
な
る
肉
体
疲
労
や
肩

こ
り
な
ど
は
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。
施
術
前
に
し
っ
か
り
と

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
康
保
険
等
で
柔
道
整
復
師
に
か

か
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

○
日
常
生
活
で
の
疲
れ
や
肩
こ
り

○
ス
ポ
ー
ツ
等
に
よ
る
肉
体
疲
労

○
脳
疾
患
後
遺
症
等
の
慢
性
病

○�

神
経
痛
（
リ
ウ
マ
チ
・
慢
性
関

節
炎
）

○
加
齢
に
よ
る
腰
痛
や
五
十
肩
等

○
漫
然
と
し
た
施
術

○
交
通
事
故
や
業
務
上
の
負
傷

施
術
を
受
け
る
時
の
注
意
事
項

○
負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
る
。

○
病
院
治
療
と
重
複
は
で
き
な
い
。

○�

施
術
が
長
期
の
場
合
は
、
医
師

の
診
断
を
受
け
る
。

○�

療
養
費
支
給
申
請
書
は
必
ず
自

分
で
自
署
（
サ
イ
ン
）
を
す
る
。

○
領
収
書
を
必
ず
受
け
取
る
。

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
１
階

　

国
保
医
療
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

石油ストーブなど
暖房器具による火災に注意！
　寒さが厳しい季節、暖房器具による火災を防ぐため

に、正しい取り扱い方法を再認識しておきましょう。

暖房器具の火災を防ぐ３つのポイント

○給油・移動時は完全に消火

　燃料がこぼれるなど危険なため、必ず火を消し、消

火したのを確認しましょう。

○周囲にはものを置かない

　スプレー缶などをストーブやファンヒーターの近く

に放置すると、破裂・爆発の恐れがあります。また、

カーテンや衣類・布団などの近くでは使用しないよう

にしましょう。

○人の目のある場所で使う

　寝ている時の使用は、誰もいないのと同じです。就

寝・外出時は、必ず火を消しましょう。

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
料
の
納
付
期
限

　

１
月
31
日
㈫
は
労
働
保
険
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
料
の
第
３

期
分
の
納
付
期
限
で
す
。
事
業
主

の
方
へ
は
、
23
日
ご
ろ
に
納
付
書

を
お
届
け
し
ま
す
。
最
寄
り
の
金

融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

℡
０
８
９

－

９
３
５

－

５
２
０
２

特
定
最
低
賃
金
の
改
正

特
定
最
低
賃
金
額

（
平
成
28
年
12
月
25
日
改
正
）

①
パ
ル
プ
、
紙
製
造
業

　

１
時
間　

８
４
７
円

②�

は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機

械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製

造
業　

１
時
間　

８
５
６
円

③�

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業

　

１
時
間　

８
２
９
円

④�

船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

関
製
造
業

　

１
時
間　

８
６
７
円

⑤
各
種
商
品
小
売
業

　

１
時
間　

７
５
８
円

※�

①
～
⑤
に
は
適
用
除
外
の
労
働

者
、
①
～
③
に
は
適
用
除
外
の

業
種
が
あ
り
、
該
当
す
る
場
合

は
愛
媛
県
最
低
賃
金
（
１
時
間

７
１
７
円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

○
愛
媛
労
働
局
賃
金
室

℡
０
８
９

－

９
３
５

－

５
２
０
５

○
新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署

℡
０
８
９
７

－

３
７

－

０
１
５
１

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

平
成
13
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

土
砂
災
害
防
止
法
に
よ
り
、
県
が

土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
調
査
を
随

時
実
施
し
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
防
止
法
と
は

　

土
砂
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
・

身
体
を
守
る
た
め
の
法
律
で
す
。

土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
区
域
に

つ
い
て
、
危
険
の
周
知
、
警
戒
避

難
体
制
の
整
備
、
住
宅
等
の
新
規

立
地
の
抑
制
、
既
存
住
宅
の
移
転

促
進
な
ど
の
対
策
を
推
進
す
る
も

の
で
す
。

調
査
期
間

　

１
月
15
日
㈰
～
３
月
31
日
㈮

調
査
内
容

　

渓
流
や
斜
面
と
そ
の
下
流
な
ど
、

が
け
崩
れ
や
土
石
流
が
発
生
す
る

恐
れ
の
あ
る
地
域
の
現
地
調
査
を

行
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
は

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
」
を
設

定
す
る
た
め
に
、
土
地
の
利
用
状

況
や
、
住
宅
の
立
地
状
況
な
ど
を

確
認
し
ま
す
。
今
後
、
現
地
調
査

は
数
回
に
分
け
て
実
施
す
る
予
定

で
す
。

調
査
対
象
地
域　

市
内
の
一
部

※�

対
象
地
域
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

URL�http://w
w
w
.city.saijo.ehim

e.
jp/soshiki/kow

ankasen/
gentityousa.htm

l

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

調
査
員
は
身
分
証
明
書
や
腕
章

な
ど
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
現
地

作
業
中
に
民
地
へ
立
ち
入
る
場
合

に
は
、
住
民
の
方
に
声
を
か
け
て

か
ら
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

法
律
・
調
査
に
関
す
る
問
合
せ

○
愛
媛
県
東
予
地
方
局

　

河
川
港
湾
課

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

○
市
庁
舎
新
館
３
階
港
湾
河
川
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
４
３

調
査
内
容
に
関
す
る
問
合
せ

○
㈱
ウ
エ
ス
コ　

空
間
情
報
課

℡
０
８
６

－

２
５
４

－

２
８
９
２
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▲ドクターヘリ

西
条
運
動
公
園
駐
車
場

工
事
に
よ
る
使
用
制
限

　

西
条
運
動
公
園
の
駐
車
場
は
、

整
備
工
事
の
た
め
使
用
が
制
限
さ

れ
ま
す
。
臨
時
駐
車
場
と
し
て
緩

衝
緑
地
帯
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
乗
り
合
わ
せ
て
来
園
す
る

な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
予
定
期
間

　

１
月
16
日
㈪
～
２
月
18
日
㈯

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５

愛
媛
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

２
月
１
日
か
ら
運
航
開
始

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
医
師
・
看

護
師
が
搭
乗
す
る
救
急
医
療
専
用

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
す
。
救
急
現

場
な
ど
で
初
期
治
療
を
行
い
、
速

や
か
に
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
こ

と
で
、
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症

の
軽
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

愛
媛
県
医
療
対
策
課

℡
０
８
９

－

９
１
２

－

２
４
５
０

有
害
鳥
獣
被
害
の

防
除
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
・
林

産
物
な
ど
へ
の
被
害
を
防
止
す
る

た
め
、
電
気
柵
な
ど
の
設
置
費
用

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
の
内
容　

予
算
の
範
囲
内
で
、

次
の
購
入
費
に
対
し
て
２
分
の
１

以
内
を
助
成
（
上
限
５
万
円
）

○
電
気
柵

○�

防
護
柵
（
ト
タ
ン
で
の
防
護
柵

は
助
成
対
象
外
）

○
防
護
ネ
ッ
ト
（
獣
害
対
策
限
定
）

※�
機
材
購
入
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
者　

市
内
に
住
所
と
農

地
を
有
す
る
農
業
者
、
権
限
に
基

づ
く
権
利
を
有
す
る
耕
作
者
な
ど

問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
３
階
林
業
振
興
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
０
４

○
各
総
合
支
所　

農
林
水
産
課

１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

　

昭
和
24
年
１
月
26
日
、
現
存
す

る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で

あ
る
法
隆
寺
の
金
堂
が
炎
上
し
、

１
３
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
日
本

最
古
の
壁
画
が
焼
損
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
貴
重
な
文
化
財
の
火
災

が
相
次
い
で
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

文
化
財
の
保
護
や
愛
護
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
「
文
化
財
防
火
デ

ー
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

貴
重
な
文
化
財
を
火
災
な
ど
か

ら
守
る
た
め
に
は
、
関
係
者
の
努

力
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
一
人

一
人
が
日
常
の
心
配
り
を
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

国
際
交
流
カ
フ
ェ

日
時　

２
月
１
日
㈬

　
　
　

18
時
～
20
時
（
申
込
不
要
）

※�

開
催
時
間
内
は
ど
な
た
で
も
自

由
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

場
所　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

３
０
０
円

（
国
際
交
流
協
会
員
は
２
０
０
円
）

問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
４
階

　

総
務
課
内

　

西
条
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

平
成
29
年　

成
人
式

開
催
日　

１
月
８
日
㈰

会
場
・
開
式
時
間

○
東
予
・
丹
原
・
小
松
地
域
の
方

　

丹
原
文
化
会
館　

10
時
30
分
～

○
西
条
地
域
の
方

　

総
合
文
化
会
館　

13
時
30
分
～

※�

参
加
対
象
地
域
に
よ
っ
て
会
場

が
異
な
り
ま
す
。

※�

各
会
場
と
も
開
式
30
分
前
か
ら

受
付
を
開
始
し
ま
す
。
開
式
時

間
が
前
回
と
逆
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象　

平
成
８
年
４
月
２
日
～
平

成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
方
に
は

　

12
月
上
旬
に
成
人
式
の
案
内
状

　

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
進
学
や

　

就
職
な
ど
で
、
市
内
に
住
民
票

　

が
な
い
方
も
西
条
市
の
成
人
式

　

に
出
席
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ

　

る
方
は
、
担
当
課
ま
で
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
４
階

　

社
会
教
育
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
４

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

　

も
し
家
族
や
大
切
な
人
が
突
然

倒
れ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま

す
か
？　

そ
の
よ
う
な
と
き
の
た

め
、
市
で
は
毎
月
第
３
日
曜
日
を

「
応
急
手
当
の
日
」
と
定
め
、
消

防
署
で
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
15
日
㈰

　
　
　

９
時
～
12
時

場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

申
込
先

○
西
消
防
署

℡
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署

℡
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９行事の日程・場所などは、変更になる場合があります。

日時 場所行事名

ひうち陸上競技場

ビバ・スポルティア
ＳＡＩＪＯ

東予運動公園

うちぬきマラソン大会

伊予銀行ソフトボール教室

ちびっこ駅伝大会

15日　9：00

15日  10：00

22日　9：00

１月のスポーツカレンダー

▲前回の成人式
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第12回
西条市公民館フェスティバル

市内の公民館が一堂に会して開催します。

日時：１月15日㈰　９時30分～16時
場所：総合文化会館

■開会式・公民館活動実践事例発表
　・舞台発表
　９時30分～15時30分　大ホール
　開会式の後、地域の特色を生かして活性化に取り

組む公民館事業の事例発表を行い、続いて大正琴・

体操・日舞・ダンス・演劇などサークルの皆さんが

日頃の活動成果をステージで発表します。

■作品展示

　10時～16時　小ホール
　陶芸・手芸・かずら細工・写真

・書道・アクセサリー・絵手紙・

川柳・絵画・編み物・ちぎり絵な

ど、各公民館のサークルの皆さん

による作品を展示します。

■体験コーナー　10時～15時
押し花
　色とりどりの押し花を使って

タイルやしおりを作ります。

時間　約15～20分（随時）

参加費　無料

※材料がなくなり次第終了

グラスアート
　フィルムを貼って、まわりに

リード線を貼るだけでステンド

グラス風に仕上がります。

時間　約20分（随時）

参加費　500円

※材料がなくなり次第終了

アクセサリー作り
　フォトデコでガラスドームの

アクセサリーを作ります。

時間　約15分（随時）

参加費　800円・1,000円

定員　50人

トールペイント
　桐箱に描かれた絵に、アクリ

ル絵の具で色付けをします。

時間　約60分（午前・午後）

参加費　500円

定員　各15人

ハーブ教室
　昨年に引き続き、すてきなハー

ブについていろいろ紹介します。

時間　約10分～（随時）

参加費　お茶・ポテト100円、

クラフト200円、ハーブバス50円

※材料がなくなり次第終了

■主催

　西条市教育委員会、

　西条市公民館連絡協議会

■問合せ

　中央公民館

　TEL0898－65－4030

地
域
創
生

イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

　

地
域
経
済
の
発
展
に
貢
献
す
る

人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ

ー
を
、
３
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
、

全
９
回
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
学

生
か
ら
社
会
人
ま
で
、
み
ん
な
で

地
域
創
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り

方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

テ
ー
マ
（
第
７
～
９
回
目
）

　

地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域
創

生
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

開
催
日
・
演
題
・
講
師

○
１
月
20
日
㈮

　

�「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
も
た
ら
す
新
た
な

可
能
性
と
現
状
に
お
け
る
課

題
」

　

�

安
藤
直
人
氏
（
東
京
大
学
名
誉

教
授
）

○
２
月
16
日
㈭

　

�「
日
本
酒
と
酒
蔵
が
も
た
ら
す

地
域
創
生
の
可
能
性
」

　

�

穂
坂　

賢
氏
（
東
京
農
業
大
学

応
用
生
物
科
学
部
教
授
）

○
３
月
15
日
㈬

　

�「
み
ん
な
で
つ
く
る
・
地
下
水

の
未
来
」

　

�

川
勝
健
志
氏
（
京
都
府
立
大
学

公
共
政
策
学
部
准
教
授
）

時
間　

18
時
10
分
～
19
時
30
分

場
所　

地
域
創
生
セ
ン
タ
ー

定
員　

50
人

申
込
方
法　

地
域
創
生
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
直
接
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先

　

地
域
創
生
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

５
１
５
６

ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

日
時　

１
月
28
日
㈯

　
　
　

10
時
～
15
時

場
所　

石
鎚
ス
キ
ー
場
ピ
ク
ニ
ッ

ク
園
地

対
象　

初
心
者
、
初
級
者
（
市
民
）

定
員　

ス
キ
ー
20
人
、
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
10
人
（
先
着
順
）

特
典　

リ
フ
ト
料
金
無
料

申
込
先

　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

℡
０
８
９
７

－
５
９

－

０
３
３
１

問
合
せ　

ス
キ
ー
協
会
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
内
）

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

３
６
３
６

楽
器
や
楽
し
い
街
を
つ
く
ろ
う

レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
教
室

日
時　

１
月
29
日
㈰

　

第
１
部　

10
時
～
11
時
30
分

　

第
２
部　

13
時
～
14
時
30
分

対
象　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

定
員　

各
部
10
組
20
人

場
所
・
申
込
先　

本
谷
温
泉
館

℡
０
８
９
８

－

６
６

－

０
３
７
２
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※１月１日㈰～３日㈫、９日㈪、23日㈪は休館。
申込先　食の創造館　TEL0898－65－7150

２月つくってみよう講座 90分の加工体験１月フラワーアレンジメント教室 東予園芸のバラを使用

●日時　２月７日㈫　14時～15時30分
●内容　たくあん作りとぜんざいでプチティータイム。

●講師　シニア野菜ソムリエ　加藤智子氏

●定員　16人（先着順）

●参加費　1,500円　　●申込期限　１月31日㈫

●日時　１月17日㈫　15時30分～16時30分
●内容　新年のアレンジを学ぶ。旬の果物やお菓子も。

●講師　天野美奈子氏

●定員　36人（応募多数の場合は抽選）

●参加費　1,500円　　●申込期限　１月10日㈫

●日時　１月７日㈯　10時～12時（雨天決行）
　　　　※直販所での開始時間は場所によって異なります。

●場所　食の創造館、ＪＲ伊予西条駅前、ときめき水都

　　　　市、みのりちゃん市場、ＪＡ西条新居浜直販所

●内容　国内有数の出荷量を誇る「七草」のＰＲ販売と

　　　　七草粥のふるまい。※数量限定、なくなり次第終了

●主催　ＪＡ西条（TEL0897ー56ー9000)、食の創造館

地元産品を使った料理教室・講習会

西条産品を知ろう！春の七草粥 ふるまい

●日時　１月19日㈭　10時～13時
●内容　肉まん、エビと春雨のスープ、中華グラタン、

　　　　中国紅茶の料理教室。

●講師　シニア野菜ソムリエ　加藤智子氏

●定員　16人（応募多数の場合は抽選）

●参加費　2,500円

●申込期限　１月12日㈭

パン＆料理＆紅茶のLesson よくばりさんの料理教室

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

開
催
日

○
第
７
回
（
初
級
・
全
７
回
）

　

２
月
６
日
㈪
・
８
日
㈬
・
10
日

㈮
・
13
日
㈪
・
15
日
㈬
・
17
日
㈮

・
20
日
㈪　

10
時
～
12
時

○
第
８
回
（
中
級
・
全
７
回
）

　

２
月
６
日
㈪
・
８
日
㈬
・
10
日

㈮
・
13
日
㈪
・
15
日
㈬
・
17
日
㈮

・
20
日
㈪　

13
時
～
15
時

場
所　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

60
歳
以
上

受
講
内
容

○�

初
級　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

○�

中
級　

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
基

本
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

方
法
な
ど

※�

基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

10
を
使
い
ま
す
。

定
員　

第
７
回
（
初
級
）　

20
人

　
　
　

第
８
回
（
中
級
）　

10
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

テ
キ
ス
ト
代　

約
１
５
０
０
円

申
込
方
法

　

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
希
望
の
回
を
記
入

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
宛
先　

〒
７
９
２

－

０
０
０
３

　

新
居
浜
市
新
田
町
１

－

６

－

46

　

㈱
四
国
テ
ク
ニ
カ　

宛

※�

３
月
に
第
９
・
10
回
（
中
級
）

を
開
催
予
定
。

申
込
期
限　

１
月
20
日
㈮
必
着

問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
１
階

　

高
齢
介
護
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

●
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
応
援
講
座

日
時
（
全
４
回
）

　

１
月
25
日
㈬
・
31
日
㈫
・
２
月

15
日
㈬
・
21
日
㈫

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

自
分
の
力
を
地
域
で
生
か

す
こ
と
に
つ
い
て
の
講
演
の
ほ
か
、

認
知
症
予
防
、
高
齢
者
を
狙
う
悪

徳
商
法
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
。

対
象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上

定
員　

25
人

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座

日
時　

１
月
27
日
㈮

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
現
状
に
つ
い
て
学
ぶ
ほ
か
、

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験
を

行
う
。

定
員　

20
人

●
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

日
時
（
全
３
回
）

　

２
月
３
日
㈮
・
10
日
㈮
・
17
日

㈮　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

西
条
の
自
然
・
生
き
物
や

環
境
保
全
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に

つ
い
て
学
ぶ
。

定
員　

20
人

●
申
込
先　

社
会
福
祉
協
議
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
８

－

６
４

－
２
６
０
０

FAX
０
８
９
８

－
６
４

－

３
９
２
０

東
予
学
舎
　
舎
生
募
集

　

東
予
学
舎
は
、
東
京
や
そ
の
周

辺
の
短
期
大
学
以
上
の
大
学
、
専

門
、
専
修
学
校
に
在
学
・
入
学
見

込
み
で
、
愛
媛
県
に
縁
の
あ
る
男

子
学
生
が
対
象
の
学
生
寮
で
す
。

募
集
人
員　

15
人
程
度

※�

受
付
順
に
選
考
し
、
定
員
に
達

し
た
場
合
は
募
集
を
締
め
切
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

施
設
概
要

○
寮
舎　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
　
　
　
（
４
階
建
・
全
室
個
室
）

○
寮
費　

月
額
５
万
５
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
朝
夕
２
食
付
）

○
入
舎
前
納
金　

10
万
円

○
交
通　

京
王
線
西
調
布
駅
か
ら

　
　
　
　

徒
歩
７
分

応
募
期
限　

３
月
25
日
㈯

問
合
せ　

公
益
財
団
法
人

　

東
予
育
英
会
事
務
局

℡
０
４
２

－

４
８
８

－

６
２
６
１
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　県営住宅の空家が生じた場合の補欠入居者を募集します。

　入居は３月６日㈪以降の空家発生次第となります。
■受付期間　２月１日㈬～10日㈮（土・日曜日を除く）
　※受付時間：８時30分～12時・13時～17時

　※申込用紙：１月下旬から申込先で配布。

■抽選日時　３月６日㈪　14時　※入居順位は抽選で決定
■抽選場所　東予地方局西条庁舎７階　中会議室

■申込先　東予地方局西条庁舎３階　建設部管理課

　　　　　TEL0897－56－1300（内線416）

県営住宅の補欠入居者を募集

※家賃は入居世帯の収入により決定されます。

■募集する県営住宅の団地名

西条東団地
西条市新田258

東予団地
西条市国安158－10

御陣家南団地
西条市丹原町池田1224－20

中耐
３階

中耐
４･５階

木造
２階

３ＤＫ（54戸）

３ＤＫ（80戸）

３ＤＫ（４戸）

型別（管理戸数）構造･階数団地名

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

15
歳
以
上
の
方

　

１
科
目
か
ら
学
習
す
る
選
科
履

修
生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
ま
す
。

18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
を
持

つ
方

　

入
学
試
験
は
な
く
、
全
科
履
修

生
と
し
て
入
学
で
き
、
４
年
以
上

在
学
し
て
１
２
４
単
位
を
修
得
し

卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）
の

学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た

い
方

　

放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

出
願
期
限

○
第
１
回　

２
月
28
日
㈫

○
第
２
回　

３
月
20
日
㈪

資
料
請
求
・
問
合
せ

　

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９

－

９
２
３

－

８
５
４
４

URLhttp://w
w
w
.ouj.ac.jp/

自
衛
官
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

受
付
期
間

○
男
子
（
陸
・
海
・
空
）

　

２
月
８
日
㈬
ま
で

○
女
子
（
陸
）

　

１
月
11
日
㈬
ま
で

試
験
日

○�

男
子　

１
月
22
日
㈰
、
２
月
12

日
㈰

○
女
子　

１
月
22
日
㈰

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

試
験
場
所　

陸
上
自
衛
隊
松
山
駐

屯
地
（
松
山
市
南
梅
本
町
）

●
予
備
自
衛
官
補

受
付
期
間

　

１
月
上
旬
～
４
月
上
旬

試
験
日　

４
月
中
旬
ご
ろ

応
募
資
格　

18
歳
以
上
34
歳
未
満

※�

技
能
は
、
18
歳
以
上
で
国
家
資

格
を
有
す
る
者

手
当
等

　

訓
練
日
額
と
交
通
費
を
支
給

●
自
衛
官
等
募
集
説
明
会

日
時　

１
月
19
日
㈭

　
　
　

18
時
～
19
時

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

自
衛
隊
の
活
動
と
福
利
厚

生
・
勤
務
体
系
、
募
集
種
目
な
ど

●
問
合
せ

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

℡
０
８
９
７

－

３
２

－

５
３
９
６

規
模
拡
大
し
た
い

意
欲
的
な
農
家
を
募
集

　

農
地
中
間
管
理
事
業
を
実
施
し

て
い
る
（
公
財
）
え
ひ
め
農
林
漁

業
振
興
機
構
で
は
、
農
地
を
借
り

受
け
、
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い

意
欲
的
な
農
家
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　

１
月
４
日
㈬
～
２
月
３
日
㈮

問
合
せ

　

え
ひ
め
農
林
漁
業
振
興
機
構

℡
０
８
９

－

９
４
５

－

１
５
４
２

URL�http://w
w
w
.enk.or.jp/nochi/

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

高
校
留
学
生
（
16
～
18
歳
）
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
家
庭
を
募
集

し
ま
す
。

期
間　

３
月
末
か
ら
約
10
カ
月
間

言
語　

英
語
（
日
本
語
勉
強
中
）

通
学
校　

西
条
高
等
学
校

申
込
期
限　

２
月
28
日
㈫

※�

詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

主
催　
（
公
財
）
Ｙ
Ｆ
Ｕ
日
本
国

際
交
流
財
団

申
込
先　

市
庁
舎
本
館
４
階

　

総
務
課
内

　

国
際
交
流
協
会
事
務
局

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

自衛官募集相談員が委嘱されました
　次の方々が平成28年11月15日から２年間、自衛官募

集相談員に委嘱されました。自衛官の募集に関するこ

とは、お気軽にご相談ください。

校区 住所氏名 電話番号

西条北

西条南

西条南

小　松

丹原東

東予東

東予西

河　北

横田雄二

坂東君良

岩城博年

徳永　皖

森川　昭

佐伯　桂

國廣　学

朔日市882－24

大町942－13

周布615－13

高田916－192

河原津甲975－2

小松町南川甲123－3

丹原町長野1032－1

0897－56－9633

小野　章 大町379－6 0897－55－6722

0897－55－4546

西条西 黒川博之 氷見乙1165－1 0897－57－9621

0898－64－5253

0898－66－1230

0898－66－3097

0898－68－6695

0898－72－2970
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農
業
委
員
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
を
募
集

　

法
律
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員

の
選
出
方
法
が
、
選
挙
制
か
ら
市

議
会
の
同
意
を
要
件
と
す
る
市
長

の
任
命
制
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
の
組
織
を
強

化
す
る
た
め
、
新
た
に
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
を
設
置
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
市
で
は
、
現
在
の
農
業
委
員

の
任
期
満
了
後
の
７
月
24
日
か
ら

新
農
業
委
員
制
度
に
移
行
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数

○
農
業
委
員　

24
人

○
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

30
人

募
集
期
間

　

１
月
12
日
㈭
～
２
月
９
日
㈭

応
募
方
法　

募
集
要
項
で
詳
細
を

確
認
の
上
、
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

募
集
要
項
・
応
募
書
類
な
ど
は

市
庁
舎
本
館
３
階
農
業
委
員
会

事
務
局
、
各
総
合
支
所
農
業
委

員
会
分
室
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
３
階

　

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
２

第
６
回
愛
媛
の
「
看
護
に
ま

つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
募
集

　
「
看
護
の
日
・
看
護
週
間
」
の

記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、
看
護

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格　

愛
媛
県
内
在
住
者

応
募
内
容　

８
０
０
字
以
内
の
エ

ッ
セ
イ
（
必
ず
題
名
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
）

募
集
期
間　

１
月
４
日
㈬
～
３
月

11
日
㈯
（
当
日
消
印
有
効
）

各
賞　

最
優
秀
賞
１
人
、
優
秀
賞

２
人
、
入
選
３
人

作
品
発
表　

５
月
ご
ろ
の
予
定

応
募
方
法　

必
要
事
項
を
記
入
し
、

作
品
と
と
も
に
郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○�

必
要
事
項　

郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
（
あ
る
方
）、
職
業

○
宛
先　

〒
７
９
０

－

０
８
４
３

　

松
山
市
道
後
町
２
丁
目
11

－

14

　

愛
媛
県
看
護
協
会　

宛

Eﾒｰﾙ�nursing-ehim
e@
circus.ocn.

ne.jp

問
合
せ　

公
益
社
団
法
人　

愛
媛

県
看
護
協
会

℡
０
８
９

－

９
２
３

－

１
２
８
７

　市では、「広報さいじょう」に掲載する有料広告と、市ホームページ

に掲載する有料バナー広告の申し込みを、２月１日㈬８時30分から市庁
舎本館３階の広報広聴課で受け付けます。詳しくは、市ホームページを

ご覧いただくか、担当課へお問い合わせください。

■広報さいじょう　平成29年５月号～平成30年４月号

■市ホームページ　平成29年４月１日～平成30年３月31日

１．掲載期間

広報さいじょう・西条市ホームページ　有料広告募集
２月１日㈬８時30分から受付が始まります

■広報さいじょう　３月10日㈮　　■市ホームページ　３月１日㈬
※ただし、西条市広告掲載事業実施基準を満たして、市内に事業所（本社、支社、営業
　所、店舗など）を有する方の申し込みが重なった場合、原則先着順となります。

３．申込期限

　広告掲載の可否については、市税納付状況などの調査の上、受付締切後にお送

りする広告掲載可否決定通知書をもってお知らせします。

４．掲載の決定

※今回の申込期間では、広報紙発行１回につき１枠、最長12回を限度とします。

２．募集広告枠

掲載位置
（ページ下段）

金額
（１枠１カ月）

大きさ

最終ページの
前々ページ（モノクロ）

最終ページの
前ページ（カラー）

２万円

最終ページ
（カラー）

３万円

枠数

１万円

縦63ピクセル
×横150ピクセル各縦50ミリ×横86ミリ

４枠 ２枠 ２枠 10枠

トップページ

２万円

ホームページ広報さいじょう

問合せ

　市庁舎本館３階

　広報広聴課

　TEL0897－52－1204

申込開始時刻８時30分までに

複数の方がお越しの場合は、

８時30分から抽選で申込順を

決定します。
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東 予 郷 土 館
周布427　　TEL0898－65－4797

【開館時間】９時～18時

【１月休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、
　　　　　　　10日㈫、11日㈬

●市内小・中学生無料開放日

日時　１月７日㈯・14日㈯　10時～12時
●市内小・中学生「無料平泳ぎ教室」

日時　１月28日㈯　10時30分～11時

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－１　　TEL0898－75－3933

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　　TEL0898－72－5634

●特別展「篤山先生・生誕250年記念　その３」

　教育と文化に一生を捧げた篤山

先生。その教えを記した数多くの

書のうち、留学中の息子への手紙

や漢詩の草稿、ふすまの下張り文

書など、公開の機会が少なかった

珍しい資料を中心に展示します。

期間　３月まで展示予定

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－1　　TEL0898－68－4610

生 涯 学 習 の 館
天神１－205　　TEL0897－53－8686

【開館時間】９時～22時　

【１月休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、
　　　　　　　10日㈫、11日㈬

【開館時間】８時30分～17時　

【１月休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、
　　　　　　　10日㈫、11日㈬

【開館時間】10時～21時

【１月休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～４日㈬、10日㈫
【開館時間】９時～17時30分

【１月休館日】水曜日、１日㈰～４日㈬、10日㈫、31日㈫

●和紙教室作品展

　当館教室の受講生による作品展。

俳画、ちぎり絵、染め紙、和紙人形

など、和紙で表現する作品の数々を

お楽しみください。

期間　１月12日㈭～２月28日㈫
●養正館の三幅対

　近藤篤山先生の生誕250年を記念して

当館での公開は初となる市指定有形文化

財の掛け軸を展示します。

期間　１月７日㈯～２月28日㈫
●災害記録写真展

　南海地震・キジヤ台風など災害の被害状況を撮影した

当館所蔵の写真を展示します。

期間　１月15日㈰～３月31日㈮
●３月開催予定「市民愛蔵品展」　―出展作品募集―

　絵画や掛け軸など出展いただける作品を募集します。

募集期間　１月４日㈬～２月11日㈯
●丹原地域小・中学生作品展

　絵と工作を展示。　　期間　１月９日㈪まで
●うちぬき絵画展

　油彩・水彩を展示。　期間　１月17日㈫～28日㈯

●加藤春美社中池坊ミニ花展　いけばな池坊の作品展。

期間　１月７日㈯～８日㈰
　　　10時～17時　※最終日は16時まで

●2016・第65回秋季県展入選作品展（洋画）

　市内在住者の作品展。　　期間　１月18日㈬～31日㈫
●絵画教室　水彩画（用具は各自持参）

日時　１月６日㈮・20日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室

日時　１月18日㈬・25日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者　※教材自己負担

営業時間　10時～22時（受付は21時30分まで）

　　　　　※木曜日は清掃のため、15時から営業開始。

休館日　なし

入浴料　大人（中学生以上）　　　　　400円

　　　　大人（高齢者・障がい者）　　300円

　　　　小人（３歳以上小学生以下）　200円

　　　　小人（障がい者）　　　　　　100円

※家族風呂や回数券、ご宿泊など詳しくは、本谷温泉館のホーム

　ページをご覧いただくか、お問い合わせください。

本谷温泉館内　お食事処「さくら」

　営業時間：10時～20時（オーダーストップ19時30分）

問合せ　本谷温泉館　TEL0898－66－0372

　　　　URL http://www.hondani.com/

伊予の三湯　本谷温泉館
お正月も休まず営業します。

リニューアルの温泉で癒やしのひとときを！

お風呂は広々！ 露天風呂もリニューアル！お風呂は広々！ 露天風呂もリニューアル！



▼ プラネタリウム情報 ▼

それいけ！アンパンマン

～星の色と空の色～
ほし　　いろ　　そら　　いろ

こ ど も の 国
明屋敷131－2　　TEL0897－56－8115

投影開始時間（10分前にはお越しください。約30分投影）

　○火～金曜日：13時30分、15時

　○土・日曜日・祝日：11時、14時、15時　

観覧料　50～200円（幼児、65歳以上の方は無料）

※第２土曜日の11時（１回目）は観覧無料です。

Ⓒやなせたかし／フレーベル館・ＴＭＳ・ＮＴＶ

五 百 亀 記 念 館
明屋敷238－2　　TEL0897－53－1008

い お き

●伊藤五百亀日彫展出品作品展

　日彫展に出品した伊藤五百亀の代表的な

作品を展示。写真は展示中の「澄し顔」。

期間　３月25日㈯まで
●東部地域交流センター陶芸クラブ作陶展

期間　１月12日㈭～15日㈰
　　　※初日は11時開始、最終日は16時まで

●表裏堂　仮面展　～張り子の狐面たち～

期間　１月19日㈭～29日㈰

　当館は松山自動車道と一般道から

利用できる道の駅。産直市やレスト

ラン、お土産コーナーのほか、キャ

ンプ場やスケートボード場などもあ

ります。お出かけ、ドライブの際は

ぜひお立ち寄りください。

【開館時間】９時～18時　　【１月休館日】無休

※隣接の椿交流館は、改修工事のため３月末まで休館します。

石鎚山ハイウェイオアシス館
小松町新屋敷乙22－29　　TEL0898－76－3111

●和布細工 “ぼぼっこ” 展　

　グループ「ぼぼっこ」の８人による作

品展。チリメンなどの和布を使い、メン

バーがにぎやかに個性を生かして制作し

た作品が出来上がっています。

期間　１月４日㈬～29日㈰ 
●火おこし体験　　土・日曜日　10時～15時　※要申込

●小学生将棋大会　　実力をためしてみませんか!?

日時　１月８日㈰　13時30分～16時
対象　小学生　　定員　24人（要申込）

●のみの市　　主催：どんぐり委員会

日時　１月７日㈯～９日㈪　９時～16時

考 古 歴 史 館
福武乙27－6　　TEL0897－55－0419

●久保克文作品展

　久保克文氏が描いた水彩・油彩の

作品を展示します。

期間　１月６日㈮～29日㈰

西 条 郷 土 博 物 館
明屋敷237－1　　TEL・FAX0897－56－3199

【開館時間】９時～19時　

【１月休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、
　　　　　　　10日㈫、11日㈬

【開館時間】９時～17時　

【１月休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、
　　　　　　　10日㈫、11日㈬

【開館時間】９時～17時　

【１月休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、
　　　　　　　10日㈫、11日㈬

愛 媛 民 芸 館
明屋敷238－8　　TEL0897－56－2110

【開館時間】９時～16時30分　

【１月休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、
　　　　　　　10日㈫、11日㈬

【開館時間】８時30分～17時　※年末年始は９時～17時

【１月休館日】月曜日（２日・９日除く）、１日㈰、10日㈫、
　　　　　　　11日㈬

【四国鉄道文化館　北館】

●紙芝居「十河信二伝」上演（協力：つくしんぼの会）

　十河信二氏の偉業を楽しく読み聞かせてくれます。

日時　１月８日㈰　14時上演
【四国鉄道文化館　南館】

●ペーパークラフト体験教室

　いろいろな列車を作ってみよう！

日時　土曜日　14時～15時

鉄道歴史パークinＳＡＩＪＯ
大町798－1　　TEL0897－47－3575

【開館時間】９時～18時

【１月休館日】水曜日　　※観光交流センターは無休

●現代日本の手仕事展

　全国から集めた手仕事作品を

展示しています。

期間　１月29日㈰まで
●干支展「酉」

　全国の干支「酉」の郷土玩具を展示。酉は商売に縁起

がよく、新たな仕事に向いている年といわれています。

期間　１月31日㈫まで
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西条図書館：大町1590　TEL0897－56－2668

東予図書館：周布427　 TEL0898－65－4797

丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　TEL0898－68－8711

小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　TEL0898－72－5634

●６日・20日（金曜日）

千野々バス停前　　　10：00～10：30

氷見公民館　　　　　10：50～11：20

玉津小学校　　　　　13：00～13：30

●13日・27日（金曜日）

飯岡西原集会所　　　10：00～10：20

飯岡戻川集会所　　　10：30～11：00

禎瑞小学校　　　　　13：00～13：30

田滝小学校　　　　　14：00～14：30

徳田公民館　　　　　14：40～15：10

●７日・21日（土曜日）

楠河公民館　　　　　10：00～10：40

庄内小学校　　　　　10：50～11：20

東予北地域交流センター

　　　　　　　　　　11：30～11：50

多賀小学校　　　　　13：10～13：40

周布小学校　　　　　13：50～14：20

吉井公民館　　　　　14：30～15：00

●14日・28日（土曜日）

兎之山集会所　　　　10：00～10：20

舟形バス停横　　　　10：30～11：00

伊曽乃神社鳥居前　　11：10～11：40

大郷集会所　　　　　13：10～13：40

志川集会所　　　　　14：00～14：20

中川公民館　　　　　14：30～15：00

【開館時間】

　西条図書館：９時～22時　※１月２日㈪・３日㈫は17時まで
　東予図書館：９時～19時　※１月２日㈪・３日㈫は17時まで
　丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時

【１月休館日】

　西条図書館：１日㈰、31日㈫
　東予図書館：月曜日（２日開館）、１日㈰、９日㈪～11日㈬、
　　　　　　　31日㈫
　丹原図書館：金曜日、１日㈰～３日㈫、10日㈫、31日㈫
　小松温芳図書館：水曜日、１日㈰～４日㈬、10日㈫、31日㈫

西条図書館

○ぴょんぴょんお話会

　１月14日㈯　15時～15時30分　　　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会

　１月18日㈬　10時～、10時30分～　対象：乳幼児
東予図書館

○ころころどんぐりお話会

　１月18日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館

○ばらっこおはなし会

　１月14日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
○たんたんおはなし会

　１月26日㈭　10時30分～11時　　対象：乳幼児
小松温芳図書館

○おはなし会

　１月28日㈯　10時30分～　　対象：乳幼児以上
※その他の講座は各館配布の「図書館だより」をご覧ください。

●16日・30日（月曜日）

市民の森入口分岐点　 9：40～10：10

グリーンハイツグラウンド

　　　　　　　　　　10：20～10：50

壬生川小学校　　　　13：00～13：30

庄内公民館　　　　　13：50～14：20

ＪＡ周桑吉岡支所前　14：30～14：50

●10日・24日（火曜日）

船屋集会所　　　　　10：00～10：40

玉津団地集会所　　　10：50～11：20

西条小学校　　　　　13：00～13：30

神戸公民館　　　　　13：50～14：00

明穂集会所　　　　　14：30～15：00

●17日（火曜日）

大谷西　　　　　　　10：00～10：30

西福寺入口　　　　　10：40～11：10

橘小学校　　　　　　13：00～13：30

桜樹公民館　　　　　14：00～14：30

田野公民館　　　　　14：40～15：00

●４日・18日（水曜日）

ファミリーハイツ北公園

　　　　　　　　　　10：00～10：30

オレンジハイツグラウンド

　　　　　　　　　　10：40～11：10

神戸小学校　　　　　13：00～13：30

国安上集会所前　　　14：00～14：30

●11日・25日（水曜日）

橘公民館　　　　　　10：00～10：30

グループホームまなべ駐車場

　　　　　　　　　　10：40～11：10

飯岡小学校　　　　　13：00～13：30

生涯学習の館　　　　13：40～14：10

▼ １月のおはなし会 ▼ ▼　移動図書館車「カワセミ号」１月の巡回コース　▼

●のびのびタイム

　１月７日～21日の土曜日　13時30分～14時30分

　７日：お正月遊び　　14日・21日：レゴで遊ぼう

●リトミック（要申込）

　１月24日㈫　11時～11時45分
　対象：２歳児～未就学児の親子　　定員：10組

●おもちつき（要申込）

　１月29日㈰　10時30分～12時
　対象：幼児・小学生　　定員：20人

●卓球大会　第５回たかまる杯（要申込）

　１月８日㈰　13時30分～15時　　対象：小学生
●ゲーム遊び

　１月14日㈯　14時～15時30分　　定員：小学生15人
●えいごであそぼう！（要申込）

　１月21日㈯　10時30分～11時30分　　定員：小学生15人

●もちつき大会（要申込）

　昔ながらの杵と臼を使ったおもちつきを楽しもう！

　１月22日㈰　10時～12時
　定員：小学生30人・幼児親子15組
●乳幼児相談会（おしゃべりサロン内）

　保健師、保育士、栄養士による相談・身体測定など。

　１月31日㈫　10時～11時30分　　※母子手帳が必要

●人形劇「一匹のこぶた」

　「ごんべ劇団」による楽しい人形劇です。

　１月６日㈮　10時30分～11時30分
　対象：幼児・小学生

●たこあげ大会（要申込）

　１月14日㈯　10時30分～11時30分　　定員：小学生20人
●茶道クラブ

　１月21日㈯　10時～12時　　対象：幼児・小学生

西条児童館 大町456－1　TEL0897－56－2511

丹原児童館 丹原町池田1802－3　TEL0898－68－6960

広岡甲92－2　TEL0898－66－5342東予西児童館

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

【１月休館日】月曜日、１日㈰～３日㈫、10日㈫

氷見西新開59　TEL0897－57－6061西条西部児童館
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　お子さんの写真に氏名（ふりがな）・性別・生年月日、住所、
保護者の氏名、電話番号、 字以内のコメントを添えて、誕生月の
前月１日必着（当日消印無効）で下記の応募先へ郵送・提出してください。掲
載・非掲載に関わらず、写真は返却できません。応募が多い場合は初めての方
を優先した上で、抽選します。
※１日が土・日・祝日の場合は、本庁のみ宿直に受付ボックスを準備しています。
※コメントは 字を超えると文字が小さくなり、読み取りにくくなります。
◎応募先　〒 － 　明屋敷 　
　　　　　西条市役所　広報広聴課　広報係　 － －

誕生日を迎える３歳以下の子どもの写真募集
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大地震に備えて地域防災力の強化を！

　市では、市民の迅速な避難の徹底と災害発生時の対応能力の向上を目的に、南海トラフ巨大地震を想定した

「総合防災訓練」を実施しています。国安・吉岡地区では11月27日に東予西中学校で、神拝地区では12月11日に

神拝小学校で、西条地区では12月18日に西条小学校で行われました。対象地区の全住民による避難訓練に始ま

り、企業・防災士・保健師が指導する避難所運営訓練や、婦人会による「簡易炊飯袋」を使った炊き出し訓練、

地元消防団が加わった各種訓練に真剣に取り組み、防災意識と技能を高めました。

11／26・27　鉄道の祭典に大きな歓声

　鉄道歴史パークin SAIJOで「いよ西条 鉄道フェスタ2016」を２日間にわたって開催。南予キャラクター列車

「おさんぽなんよ」の特別展示では、かわいらしいキャラクターとの記念撮影や、客席の座り心地を確かめるな

ど、たくさんの親子連れや鉄道ファンでにぎわいました。このほか、子ども制服着用体験や伊予西条駅構内探検

ツアー、ＳＬの機関士体験なども大人気。観光交流センター前広場では「いただきまるしぇ」と題した体験型マ

ルシェが開催され、多くの人が買い物を楽しんでいました。

11／９　号令のもと、火点めがけて放水！

　事業所対抗屋外消火栓操法大会に自衛消防隊10チー

ムが参加し、消防技術の習得や初期消火活動の迅速性

を競いました。１位に今治造船㈱西条工場、２位に住

友共同電力㈱壬生川火力発電所、３位に日新製鋼㈱東

予製造所が輝きました。

12／４　防火・防災意識のさらなる高揚を

　丹原文化会館で開催された「第12回西条市少年消防

クラブ大会」。少年消防クラブ員による研究発表、幼

年消防クラブ員によるダンス・合唱や女性消防団員に

よる発表も行われ、防火・防災意識のさらなる高揚が

図られた有意義な大会となりました。

神拝小学校神拝小学校 西条小学校西条小学校東予西中学校東予西中学校
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トップアスリートの指導で競技力向上～次世代育成支援スポーツ事業～

　10月22日～24日に岩手県で開催された全国障害者ス

ポーツ大会「希望郷いわて大会」に、愛媛県選手団と

して西条市から参加した選手の皆さんが市役所を訪

問。練習の成果を発揮できたことや、全国から集まっ

た選手たちとの交流ができたことを報告しました。

11／10　練習の成果を発揮！

　昨年７月から壬生川漁業協同組合が建築工事を行っ

ていた壬生川小型船だまり製氷・冷凍施設が完成し、

落成式が開催されました。当日は、来賓の方々や多数

の来場者とともに式典が行われ、餅投げや大漁市で大

いににぎわいました。

12／11　製氷・冷凍施設の落成式

11／３　来館者300万人を達成

　西条図書館の来館者が300万人を達成。記念すべき

300万人目の来館者は、山本創太郎さん（７歳）でし

た。本が好きでいつも図書館を利用してくれている創

太郎さん。突然のことに緊張している様子でした。こ

れからも、家族みんなで図書館を利用してください。

11／26・27　芸術に親しむ秋

　第68回秋季市民芸術文化祭を総合文化会館で開催。

芸能祭には日舞、大正琴、コーラスなどの出演があ

り、美術展には書道、洋画、生花など11部門の出展が

ありました。お茶席では小学生によるお点前もあり、

日ごろの練習の成果を披露していました。

　市では次世代を担う子どもたちを対象に、トップアスリートによるス

ポーツ教室を開催しています。11月13日には「日本バレーボール機構」

Ｖ・明日夢（みらい）プロジェクトより櫻井由香先生、矢野美子先生、

丸茂智彦先生を迎えてバレーボール教室が、11月20日には大城戸功先生

を迎えて剣道教室が、11月23日には国体成年女子愛媛選抜選手兼コーチ

の木村あい先生を迎えてハンドボール教室が、11月27日にはＮＴＴ東日

本より町田文彦先生、川前直樹先生、後藤愛先生を迎えてバドミントン

教室が開催されました。先生の指導の下、競技の心構えから基礎練習・

実践練習まで行い、299人の子どもたちが競技力の向上を図りました。
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７
９
３

－

８
６
０
１　
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屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所　

広
報
広
聴
課　

広
報
係

　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
４
（
直
通
）

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

■問合せ

　市庁舎新館２階　観光物産課

　物産・ブランド推進係

　TEL0897－52－1380

冬が収穫の最盛期！

のり

ふるさと産品通信

　冬本番のこれからのシーズン、西条市では、のりの

収穫が最盛期を迎え、新のりが出荷されます。一年を

通して食卓に欠かせないのりの生産は冬に行われ、冷

たい海水と海風の中での作業は大変なものです。

　市内の燧灘と呼ばれる海域には遠浅の干潟があり、

江戸時代後期から、のりの養殖が盛んでした。「酢の

り」という名の、収穫したばかりの新鮮な生のりを三

杯酢で食べる、酒のさかなにピッタリの郷土料理もあ

ります。

　近ごろ当市では、板のりのほか、のりの芽を細かく

刻まず、そのままを乾燥させた「ばらのり」と呼ばれ

るものも多くなってきています。ばらのりは栄養を逃

さず、のり本来の豊かな風味と旨味が味わえます。

　薄くて軽いのりですが、実は大変栄養価の高い食品

で、良質なたんぱく質のほか、日ごろの食生活で不足

しがちなビタミン類、ミネラル、食物繊維などを豊富

に含んでいます。

　しかし近年、温暖化による水温の上昇などに起因し

てか、生産量が減少傾向にあります。新のりが出回る

この時期、海の恵みに感謝しながら、故郷の特産品で

ある「西条産のり」を味わってみませんか。
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「
や
っ
と
○
○
県
の
方
に
」
が

問
題
と
な
り
、
テ
レ
ビ
局
に
ク
レ

ー
ム
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
○
○

県
の
方
々
の
立
場
に
立
っ
た
と
き
、

特
に
「
や
っ
と
」
と
い
う
言
葉
も

問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

②
夫
が
「
皿
洗
い
で
も
手
伝
う

よ
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
妻
側
か

ら
言
え
ば
、「
で
も
」「
手
伝
う
」

と
い
う
言
葉
に
ひ
っ
か
か
っ
た
そ

う
で
す
。
家
事
は
妻
の
み
の
仕
事

で
あ
る
、
と
す
る
こ
と
に
問
題
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

③
歩
行
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
か

ら
、「
で
は
、
障
が
い
で
歩
け
な

い
人
は
、
人
間
で
は
な
い
の
で
し

ょ
う
か
」
と
い
う
手
紙
が
寄
せ
ら

れ
た
そ
う
で
す
。

　
言
葉
は
、
心
で
感
じ
た
こ
と
を

相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
す
。つ
ま
り
、自
分
の
「
心
」

を
表
す
道
具
で
も
あ
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
そ
の
人
の
心
の
あ
り

よ
う
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
を
表
現

す
る
言
葉
も
違
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
。
言
葉
や
表
現
と
、
そ
の
人
の

人
権
意
識
や
人
権
感
覚
は
表
裏
一

体
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　
現
実
に
一
つ
の
言
葉
で
、「
傷

つ
け
ら
れ
た
」「
差
別
さ
れ
た
」

と
感
じ
る
人
が
い
る
以
上
、
そ
の

言
葉
を
乱
用
す
る
こ
と
は
避
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
言
葉
や
表
現
が
、
相
手
を

実
際
傷
つ
け
て
い
る
の
か
ど
う
か
、

そ
の
人
の
立
場
に
立
っ
て
思
い
を

巡
ら
す
こ
と
が
基
本
で
す
。

人権・同和教育シリーズ　№123
表現と人権

西条市教育委員会
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　医師・歯科医師・薬剤師免許をお持ちの方は、就業の

有無に関わらず、２年ごとの届け出が法律により義務付

けられています。

　届出票は保健所で配布しています。厚生労働省のホー

ムページからもダウンロードできます。

届出期限　１月16日㈪
届出内容　平成28年12月31日現在の氏名、住所など

提出先・問合せ

　〒793－0042　西条市喜多川796－1

　西条保健所　企画課　TEL0897－56－1300

図書が寄贈されました

　11月14日、国語同好会から児童図書90冊が寄贈されま

した。

　寄贈された図書は西条図書館の蔵書として、来館者の

皆さんにご利用いただきます。

※国語同好会は、旧西条市において小学校の国語の先生

　方で作っていた国語教育の勉強会です。

　次の方々からまごころ銀行にご厚志をいただきました。

心からお礼申し上げます。（順不同　敬称略）

■問合せ　社会福祉協議会　TEL0898－64－2600

■個人

　越智　賢（三津屋）

■各種団体　

　○西条市立西条北中学校JRC委員会

　○済生会病院売店

　○国際ソロプチミストいしづち

　○カラオケ喫茶寿〃

　○てんまり

　○西条市社会福祉協議会壬生川支部　　

　○伊予小松ライオンズクラブ

医師・歯科医師・薬剤師免許をお持ちの方は

届け出をお願いします
肺炎や脳症などを併発して重症化する場合も！

インフルエンザの感染を予防しましょう

　毎年秋から冬にかけては、インフルエンザの流行シー

ズンです。インフルエンザから身を守るために、一人一

人が対策を実践しましょう。

インフルエンザを予防するための５つのポイント

①帰宅時や調理の前後、食事前など、こまめに石けんを

　使って手を洗う。

②十分な睡眠とバランスのよい食事を心がける。

③予防接種を受ける。

④加湿器などを使って、室内の湿度を50～60％に保つ。

⑤不要不急のときは人混みや繁華街への外出を控える。



定期無料相談
＜代表電話＞　○西条市庁舎：0897－56－5151　○東予総合支所：0898－64－2700

　　　　　　　○丹原総合支所：0898－68－7300　○小松総合支所：0898－72－2111

＜注意事項＞　定期相談の実施日は、原則「祝日・年末年始」を除きます。

　在宅や施設で、歯や歯ぐきの痛みや、入れ歯が合

わないなど、歯やお口の相談に応じます。高齢や病

気などで歯科医院へ通うことができず、お困りの方

はご相談ください。

お家・施設で歯の治療　在宅歯科医療連携室へ相談を
問合せ　○西条市歯科医師会在宅歯科医療連携室

　　　　　TEL0897－57－8899　FAX050－3737－3635

　　　　○東予周桑歯科医師会在宅歯科医療連携室

　　　　　TEL090－1171－8241　FAX050－3730－7202

■行政相談

○１月10日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○１月24日㈫　９時～12時　田野公民館
　問合せ：丹原総合支所総務課

○１月17日㈫　10時～12時　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ：東予総合支所総務課

○１月17日㈫　13時～15時　西条公民館
　問合せ：市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1243

○１月20日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ：小松総合支所総務課

■人権相談

　月～金曜日　８時30分～17時15分　松山地方法務局西条支局

　問合せ：松山地方法務局西条支局　TEL0570－003－110

■法律相談

　事前予約制（受付１月４日㈬～、先着15人）
※弁護士が解決の糸口となる助言を行います。相談時間は、１人

　15分間ですので、相談内容を整理しておいてください。

○１月11日㈬・25日㈬　13時～17時　市庁舎新館１階広報広聴課
　問合せ：市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1243

○１月18日㈬　13時～17時　東予総合支所１階面接室
　問合せ：東予総合支所総務課

■消費生活相談

　月～金曜日　８時30分～17時15分

　市庁舎新館１階消費生活センター　TEL0897－52－1495

■司法書士法律無料相談（相続、遺言、多重債務相談を含む）

　１月11日㈬　10時～12時（受付11時15分まで）
　中央公民館

　問合せ：愛媛県司法書士会（池田）　TEL0898－68－3373

■不動産無料相談

　１月８日㈰　13時～15時　
　西条宅建協会　TEL0897－55－0988

　主催：西条宅建協会（明屋敷57－11　兵庫ビル２階）

■無料不動産相談

　１月10日㈫　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　TEL0898－64－5000

　主催：宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■お酒の悩み相談

　１月25日㈬　18時～19時　
　総合福祉センター３階会議室１

　問合せ：西条断酒会（辻本）　TEL0897－55－8030

■青少年電話相談

◆ヤングテレホン　　月～金曜日　８時30分～17時

　TEL0897－52－2828（青少年育成センター）

◆いじめ相談ダイヤル24　　毎日24時間受付

　TEL0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話はTEL089－960－8522）

■子育て相談

◆カウンセラーによる教育・発達・医療など「専門的相談」

　○日曜日・祝日　10時～15時

　　総合福祉センター内　　　ひだまり　TEL0897－55－1018

　○１月21日㈯　10時～12時
　　小松東保育所内　　たんぽぽくらぶ　TEL0898－72－2538

◆地域子育て支援センター「平日の子育て相談」

　○総合福祉センター内　　　ひだまり　TEL0897－55－1018

　○飯岡保育園内　　おさなごゆめの城　TEL0897－55－2311

　○東予南保育所内　　らっこ・はうす　TEL0898－64－3112

　○小松東保育所内　　たんぽぽくらぶ　TEL0898－72－2538

　○中川さくら保育園内　　さくらんぼ　TEL0898－73－2141

　○紺屋町フロム２階　元気にこにこ堂　TEL090－7624－9420

■女性児童各種相談　受付：８時30分～17時15分

◆家庭児童相談　　　　　月～金曜日　市庁舎子育て支援課

　　　　　　　　　　　　　　〃　　　東予総合支所市民福祉課

◆ＤＶ・婦人相談　　　　月～金曜日　市庁舎子育て支援課

　　　　　　　　　　　　毎週水曜日　東予総合支所市民福祉課

◆母子父子寡婦自立相談　火・水・金曜日　市庁舎子育て支援課

　　　　　　　　　　　　月・木曜日　東予総合支所市民福祉課

　問合せ：市庁舎本館１階　子育て支援課　TEL0897－52－1373

　　　　　東予総合支所　市民福祉課　　　TEL0898－64－6767

■心配ごと相談　　主催：西条市社会福祉協議会（社協）

○総合福祉センター　社協西条支所　TEL0897－53－0880

　月～金曜日　13時～16時

○東予総合福祉センター　社協本所　TEL0898－64－2600

　金曜日　９時～12時

○丹原福祉センター　社協丹原支所　TEL0898－76－2433

　第２・４火曜日　９時～12時

○小松地域福祉センター　社協小松支所　TEL0898－72－6363

　第２・４水曜日　13時～16時

■補聴器相談会

○１月18日㈬　10時～15時　市庁舎新館１階相談室３
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室

　問合せ：市庁舎本館１階社会福祉課　TEL0897－52－1214

■精神障がい者の家族相談会

　１月19日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室

　問合せ：さくら家族会（さくらんぼハウス内）TEL0897－53－1803

■認知症（もの忘れ）相談　予約制（定員：先着２人）

　１月26日㈭　９時～11時30分　東予総合福祉センター
　問合せ：地域包括支援センター　TEL0897－52－1412

■若者就労支援出張相談会

　１月17日㈫・24日㈫・31日㈫　13時～17時　ハローワーク西条
　問合せ：東予若者サポートステーション　TEL0897－32－2181
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■赤ちゃん健康情報

◆ぽかぽか広場

　妊娠・出産・育児などの相談や情報交換が

行えます。相談には、助産師・保育士・保健

師・栄養士などの専門スタッフが応じ、問題

解決に向けて一緒に考えます。

※２週間以内に感染症にかかった方、接触された方、

　治って間もない方の来場は、ご遠慮ください。

日時：火曜日（祝日・１月３日除く）

　　　10時～15時（助産師相談は12時まで）

　　　※受付は14時30分まで

場所・問合せ：中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や、保護者が気軽におしゃ

べりのできる空間を提供しています。

日時：月・木曜日

　　（祝日・１月２日除く）９時～16時

場所・問合せ：小松保健センター

■成人向け「健康栄養相談」※要予約
受付時間：13時30分～16時

中央保健センター：１月13日㈮・２月６日㈪
東予保健センター：１月16日㈪・２月13日㈪
丹原保健センター：１月23日㈪・２月20日㈪
小松保健センター：１月30日㈪・２月27日㈪

■こころの相談　※要予約
　生活上の問題、治療、社会復帰など、心の

健康相談に医師・保健師が応じます。

日時：１月23日㈪　14時～16時
場所：東予保健センター

申込先：中央保健センター

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　月曜日（祝日除く）10時～11時

◆骨髄バンク登録（要予約）

　月曜日（祝日除く）９時～15時

◆難病医療相談（要予約）

　１月24日㈫　13時30分～15時30分
問合せ：西条保健所　TEL0897－56－1300

■１月の献血日程
◆フジ東予店　１月18日㈬　
　９時30分～11時30分・13時～16時

　東予ライオンズクラブ協力

◆西条市役所　１月20日㈮　９時30分～12時
問合せ：愛媛県赤十字血液センター

　　　　TEL089－973－0755

27日㈮　９：30～11：00　石根公民館

16日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

10日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

１月の乳幼児相談

５日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

体の中から健康になる　食事のつぼ講座

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター

※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）

※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

17日㈫

19日㈭

24日㈫

18日㈬

12日㈭

26日㈭

31日㈫

13：00～13：30 東予 東予平成28年９月１日～
９月30日の出生児

平成28年９月１日～
10月31日の出生児

13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松

平成27年６月１日～
６月30日の出生児

13：00～14：00 中央 西条

３歳児
健診

13：00～14：00 中央 平成25年12月１日～
12月31日の出生児13：00～13：30 東予

西条

１月の乳幼児健康診査

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知り、理想の体重に近づこう

　　　バランス編：食事バランスガイドを知り、体の内側から美しくなる

▼１月・２月の日程など　　　　　　　　　　 ※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先 カロリー編

２月13日㈪

バランス編

１月25日㈬

１月20日㈮ ２月９日㈭
13時30分～15時

受講時間

丹原保健センター

小松保健センター ２月24日㈮

２月22日㈬

ラジオ体操グループ紹介

31日㈫　10：00～11：30　丹原児童館

11日㈬　９：30～11：00　小松保健センター

グループ名　体操教室

活動場所　　田野公民館

活動日　　　毎週木曜日

コメント　　保健センターの運動教室に参加

したメンバーで立ち上げたグループで、活動

を始めて11年目です。メンバー同士、笑いながら和気あいあいとストレ

ッチやラジオ体操をしています。ときには人生相談をして、お互い心の

支えにもなっています。毎回、この教室に参加するのが楽しみです。

日　時　１月22日㈰　13時30分～１時間程度
場　所　今治地域地場産業振興センター（今治市旭町２－３－５）

内　容　集団予防接種の際の注射器の回し打ちによるＢ型肝炎ウイルス

　　　　感染被害で、国から和解金支払いなどの救済を受けるための手

　　　　続きについて（無料・事前予約必要なし）

問合せ　全国Ｂ型肝炎訴訟広島弁護団事務局　TEL0120－10－6589

Ｂ型肝炎訴訟・今治説明会のお知らせ
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▼当番病医院は変更の場合があるため、受診前に各病医院かテレホンサービスTEL0897－58－2200でご確認ください。

▼小さな子どもの急な病気やけがで心配なときは、小児救急医療電話相談（19時～翌朝８時）をご利用ください。

　医師や看護師が相談に応じます。TEL＃8000（携帯電話・プッシュ回線） TEL089－913－2777（ダイヤル回線）　

受診前に必ず電話してください
症状によっては受診できない場合があります。

１月の当番病医院

広 告 欄 広 告 欄

１
㈰
９時～18時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

内科 外科

９時～18時

２
㈪

９時～22時

西条愛寿会病院
0897－55－2300

済生会西条病院
0897－55－5100

９時～18時

西条中央病院
0897－56－0300

西条市民病院
0898－72－4111

18時～22時

３
㈫

９時～22時

15
㈰

19時～22時

４
㈬

９時～18時
つくだクリニック
0897－57－8200

休日夜間急患センター
0897－52－2001

16
㈪

19時～22時

５
㈭

９時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

17
㈫

19時～22時

６
㈮

19時～22時

18
㈬

19時～22時

今井クリニック
0898－68－8118

７
㈯

19時～22時
休日夜間急患センター
0897－52－2001

19
㈭

19時～22時

８
㈰

19時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

20
㈮

19時～22時

９
㈪

19時～22時
休日夜間急患センター
0897－52－2001

西条中央病院
0897－56－0300

９時～18時

９時～18時

村上記念病院
0897－56－2300

21
㈯

18時～22時

10
㈫

９時～18時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

つくだクリニック
0897－57－8200

22
㈰

19時～22時

18時～22時

西条中央病院
0897－56－0300

休日夜間急患センター
0897－52－2001

23
㈪

19時～22時

11
㈬

19時～22時

24
㈫

19時～22時

横山病院
0898－72－2121

12
㈭

19時～22時
休日夜間急患センター
0897－52－2001

松本整形外科
0897－52－1011

25
㈬

19時～22時

13
㈮

19時～22時

26
㈭

19時～22時

14
㈯

19時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

27
㈮

19時～22時

19時～22時

飯尾皮フ科泌尿器科
0898－64－5577

済生会西条病院
0897－55－5100

９時～18時
休日夜間急患センター
0897－52－2001

28
㈯

19時～22時

内科 外科

18時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

村上記念病院
0897－56－2300

休日夜間急患センター
0897－52－2001

平田クリニック
0898－76－2256

休日夜間急患センター
0897－52－2001

西条中央病院
0897－56－0300

済生会西条病院
0897－55－5100

休日夜間急患センター
0897－52－2001

市立周桑病院
0898－64－2630

村上記念病院
0897－56－2300

西条市民病院
0898－72－4111

横山病院
0898－72－2121

平田クリニック
0898－76－2256

29
㈰

30
㈪
31
㈫

18時～22時

済生会西条病院
0897－55－5100

西条中央病院
0897－56－0300

済生会西条病院
0897－55－5100

村上記念病院
0897－56－2300

村上記念病院
0897－56－2300

西条中央病院
0897－56－0300

松本整形外科
0897－52－1011

今井クリニック
0898－68－8118

飯尾皮フ科泌尿器科
0898－64－5577

休日夜間急患センター
0897－52－2001

19時～22時

済生会西条病院
0897－55－5100

済生会西条病院
0897－55－5100

村上記念病院
0897－56－2300

休日夜間急患センター
0897－52－2001

30広報さいじょう　2017　１月号



広 告 欄 広 告 欄

秋川雅史と東京オーケストラMIRAI
懐かしきスクリーンミュージック

秋川雅史と東京オーケストラMIRAI
懐かしきスクリーンミュージック

5,000円（当日5,500円）

18時30分開演 総合文化会館大ホール１/20 金

入場料入場料

ドキュメンタリー映画

デヴィッド・ボウイ・イズ
～稀代のスターの功績を称える回顧展を収録～

ドキュメンタリー映画

デヴィッド・ボウイ・イズ
～稀代のスターの功績を称える回顧展を収録～

昼：14時開演　夜：19時開演
総合文化会館小ホール

１/７ 土

※前売り券完売時には当日券の
　販売なし。
※未就学児の入場はご遠慮くだ
　さい。

17

18

23

開催まであと８カ月
西条市開催６競技のうち軟式野球（成年男子）は

ひうち球場で10月６日㈮～９日㈪、
東予運動公園野球場で10月６日㈮に開催。

※各行事は主催者の都合で変更することがあります。【１月の休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、10日㈫、11日㈬

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　TEL0897－53－5500

９

日

大ホール

平成29年　西条市成人式

ドキュメンタリー映画　デヴィッド・ボウイ・イズ

無　料10：30 大ホール

13：30

７ 土

西条市公民館連絡協議会　　TEL0898－65－4030

小ホール

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

市総務課　　　　　　　　　TEL0897－52－1205

第12回　西条市公民館フェスティバル

８ 日

14：00

11：00１ 水４ 新年市民祝賀会

社交ダンスパーティー月

15

フレンド曽我部教室 　　　TEL090－3184－4177

平成28年度　第２回西条市子ども防災サミット
※一般観覧は小ホール

金
秋川雅史と東京オーケストラMIRAI
懐かしきスクリーンミュージック

12：00

13：00

9：30

小ホール

大ホール

大ホール
小ホール
展 示 室

無　料

20

土 神拝保育園　発表会28

13：30
18：30

9：00

大ホール

大ホール

無　料

無　料

無　料

無　料

市教育委員会社会教育課　　TEL0897－52－1254

総合文化会館　　　　　　　TEL0897－53－5500

市教育委員会学校教育課　　TEL0897－52－1640

14：00
19：00

14：30

13：30

一　　　般　1800円

大学生まで　1200円

14：00

8：30 9：00

総合文化会館　　　　　　　TEL0897－53－5500

８

９

22

１

※各行事は主催者の都合で変更することがあります。【１月の休館日】月曜日（９日開館）、１日㈰～３日㈫、10日㈫、11日㈬

吹奏楽クリニック

10：30

全　館

大ホール 市教育委員会社会教育課　　TEL0897－52－1254平成29年　西条市成人式

行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　TEL0898－68－3555

日

8：30

問 合 せ

10：00

9：00

無　料

丹原文化会館　　　　　　　TEL0898－68－3555

日
平成28年度　第12回　西条市PTA大会
午前の部：９時～12時 午後の部：13時30分～15時40分（講演）

月 500円

曜

大ホール
市教育委員会社会教育課
西条市PTA連合会 事務局　　TEL0897－52－1254

無　料

18 水

21 土 平成28年度　古川保育園　発表会

25 水 西条市文化協会　芸術文化賞贈呈式

西条まちづくりプロジェクト発表会＆
建築家　隈 研吾　講演会

25 水

日月

13：30

17：30 18：30

8：20 8：50 小ホール

小ホール

大ホール

無　料

無　料

5500円

1000円

古川保育園　　　　　　　　TEL0897－55－7143

市教育委員会社会教育課　　TEL0897－52－1628

株式会社アドバンテック　　TEL0897－53－7723

神拝保育園　　　　　　　　TEL0897－55－3052

9：00

総合・丹原文化会館ほかで

チケット販売中！

一　　　般：1,500円

　　　　　（当日1,800円）

大学生まで：1,200円

入場料入場料

※音声は英語、字幕は日本語
　上映時間は98分。

総合・丹原文化会館ほかで

チケット販売中！

Photographer: Brian Duffy @ The David Bowie Archive and 

(under license from Chris Duffy) Duffy Archive Limited
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Ｅ
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ー
ル
　
Kohokocho＠

saijo-city.jp

02　新年のごあいさつ

04　平成28年を振り返って

06　栄典受章

07　「障害者週間」記念標語優秀作品発表／各

　　種表彰

08　西条秋まつり写真コンテスト入賞作品

09　「千の風になったあなたへ贈る手紙」表彰

　　作品決定 ほか

10　公的年金等の申告相談会／税務署からのお

　　知らせ

11　国営緊急農地再編整備事業「道前平野地区」

　　に着手

12　支所だより

13　情報最前線

　　13～15：お知らせ／15～16：催し

　　15～17：講座教室／17～19：募集

20　施設ガイド

23　Ｈａｐｐｙ Ｂｉｒｔｈｄａｙ

24　まちのわだい カメラスポット

26　さいじょう文芸広場 ほか

27　人権・同和教育シリーズ ほか

28　定期無料相談

29　保健センターだより

30　１月の当番病医院

31　文化会館イベント情報 ほか

１月号　目次

西条バードウォッチング　　撮影：十亀茂樹

№137　メジロ（留鳥）

◎人口　111,699 人（－46）

　男性　 53,859 人（＋27）

　女性　 57,840 人（－73）

◎世帯　 50,354 世帯（－７）

　住民基本台帳登録数
　平成28年11月末日現在（前月比）

当番病医院（常時）
０８９７－５８－２２００

災害情報（発生時）
０８９７－５５－５５５１

防災行政無線の内容確認
０８９７－５６－６５９９

　全長12㎝、目の周囲にある白いアイリングが名前の由

来。平地から山地の雑木林に生息、冬には市街地の公園や

民家の庭木でも見られます。餌は主にクモや昆虫ですが、

熟したカキやミカンなど果実や花の蜜も好物で、くちばし

に花粉をつけている姿もよく見かけます。冬季にはミカン

を輪切りにして庭木に刺しておくとやって来るでしょう。

人口のうごき テレホンサービス
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